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1 紛争地域における子どもの教育権の擁護

 子どもの人権連

東洋大学社会学部社会福祉学科 森田明美ゼミ

紛争地域における子どもの教育権の擁護

EI リサーチ・ポリシー・政策提言担当シニアコーディネーター　ドミニク・マーレイ

ARC代表・子どもの人権連代表委員

平野 裕二

世界中の紛争地域にいる子どもは、人道支援、医療ケア、教育が受けられないなか、ウェルビー
イングや未来の展望を阻害されるような多くの課題に直面している。アフガニスタン、ミャンマー、パ
レスチナ、スーダン、ウクライナ、イエメンといった地域では、暴力に晒された子どもは、強制的に移
住させられたり、公共サービスを受けられなかったり、ひどい状況を耐えている。教育権という基本
的権利を否定されることは、子どもたちの学問的な成長を妨げるだけではなく、貧困、無知、不安
定の連鎖を永続させ、子ども一人ひとりおよびその世代全体に影響を及ぼす。

教育に対する攻撃は、武力紛争、情勢不安、人権擁護が脆弱な国々において多く見られる。学校
や大学は、子どもと教職員にとって安全な場所であるはずだが、少なくとも37か国 *1で国の軍隊も
しくは武装グループによる攻撃対象となっている。
国連子どもと武力紛争特別代表 *2であるバージニア・ガンバは、教育の重要な役割を強調し、「子

どもたち自身のためだけではなく、万人のための世界の平和、安定、繁栄のためにも、教育は間違
いなく必要です。学校はサンクチュアリとして扱われなければならず、すべての子どもが紛争時におい
ても教育へのアクセスを保障されることは我々すべての責任です。」と述べた。

　  心理的な影響 
紛争地域の子どもは、暴力、強制移住、家族の死のために、重大な心理的影響を受けている。パ

レスチナとウクライナでは、紛争が継続し、何千人もの人が強制的に移住させられ、生涯に渡ってメ
ンタルのウェルビーイングに影響を及ぼしかねない破壊や暴力に子どもが晒されている。アフガニスタ
ンでは、何十年も続く戦争によって、不安症、うつ、PTSD に子どもたちが陥っており、とくに女子
への影響が大きい。ミャンマーのロヒンギャ危機では、迫害の記憶に苛まれる世代が生じ、シリアでは、
国内避難した何百万人もの子どもが 11 年に及ぶ紛争によって生じたことに耐えている。子ども兵士
は相変わらず続いており、テロリズムへの対峙という見せかけで正当化されている。子ども兵士はキャ
ンプに拘留され、拷問を受け、非人道的な扱いを受けている。集団で母親から離され、人道支援を
拒否し、医療ケアや教育などへのアクセスを制限され、ますます窮地に陥らせられる。大量破壊兵器
によって、子どもたちが殺害され、手足を失い、1000 万人以上のシリア人は、その半分は子どもで
あるが、汚染地域に暮らしており、亡くなったり怪我したりする危険に常に晒されている。
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　  紛争地域と子どもの教育権
教育へのアクセスについては、周縁化された子どもは一般的な課題を抱えている。障害、ジェンダー、

民族、宗教といった少数派であることが複合していると、武力紛争のインパクトを余計に被り、ゆた
かな教育へのアクセスが制限される。

非宗教的な教育や女子教育に反対する武装勢力は、主要なサービスへのアクセスをさらに制限す
る。マフサ・ジナ・アミニさんが殺害されたことに対して女子が立ち上がった際、彼女たちが在籍す
る学校が化学薬品で攻撃され 20,000 人のイラン人が被害を受けた 2023 年のときのように、学校
が恣意的なターゲットにされていることは、国際人道法に反している。

ウクライナにおける分離紛争や 2022 年のロシアによる侵攻では、子どもたちは、学校が破壊され、
移住せざるを得なくなり、教育を受けられなくなった。イランでは、バハーイ教徒やクルド人といった
宗教的、民族的マイノリティが教育へのアクセスを制限されている。アフガニスタンでは、何十年にも
及ぶ紛争の結果、教育の機能が停止し、とくに 2021 年のタリバンによる政権奪取以降は女子教育
が妨げられている。何百万人もの女子は中等教育、高等教育から排除され続けている。つまり、社
会規範と有害な伝統的慣行とが合わさり、女子は、名誉殺人、児童婚、家庭での虐待、性的暴力といっ
た究極な形態の暴力に晒されている。イエメンでは、人道危機が何度かあり、学校が破壊され、強
制的に移住させられ、多くの子どもたちが教育を受けられないでいる。スーダンでは、紛争によって
教育が妨害され、子どもたちが子ども兵士にされたり、ジェンダーにもとづく暴力を受けたり、教育
へのアクセスが制限されている。

国際人道法のもとでは、学校も病院も非軍事目的であり、そのため、人道原則の恩恵を被る。

　  教育を否定されることによる結果
教育が否定されると、社会的な停滞を招き、社会表現が欠落する。また、排除と貧困のサイクル

が連鎖する。ゆたかな教育へのアクセスがないと、子どもは、絆や安全といった感覚を成長させるの
に必要なスキルと知識を持てなくなる。

第二に、教育を否定されると、社会的な成長が妨げられる。学校は学習の場というだけではなく、
重要な社会的スキル、共感、理解を子どもたちが育む環境でもある。教育機会がないと、そのような
経験の形成が失われ、身の回りの世界と関わる力を得られなくなり、社会に積極的に関われなくなる。

第三に、紛争地域における教育権の侵害は、不安定さを増す。教育をはく奪された人々は、無知
や批判的思考の欠如のために操作されやすくなってしまい、極端なイデオロギーの影響を受けやすく
なる。紛争地域では、こういった脆弱性によって暴力の連鎖が起こり、さらに地域が不安定化する。

　  国際的な対応と今後の展望
2022 年 9 月の第 77 回国連総会における教育変革サミット*3では、質の高い教育に関する持続

可能な開発目標（SDG4）へのコミットメントが呼びかけられた。国際社会は、人道支援における教
育を優先事項とし、安全な学習の場のためにリソースを分配し、心理社会的サポートを通して紛争地
域にいる子どもに独特な課題に対応しなければならない。日本政府が約束した事項には、「国内の教
育のためのイニシアチブに加え、日本は、途上国むけに 15 億米ドル以上の支援を提供し、また、女子
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教育、学校給食、ウクライナと近隣国に対する人道支援を提供し、誰も取り残されないように国際的
な教育支援にとりくむ。こういったとりくみを継続することによって、世界中のすべての子どもたちのウェ
ルビーイングが実現するよう最大限の努力を引き続き行うことを約束する」ということが含まれていた。

紛争地域における子どもの権利を保障することは、国連子どもと紛争特別代表の職務である。現在
の担当者であるバージニア・ガンバは、啓発活動、情報収集、国際協力の強化を担っている。ガンバは、
毎年、総会および人権理事会に報告し、緊急性を維持し、政治的、外交的な関与を確保するために、
国連安全保障理事会や該当政府を含め、政治的な機関に子どもの課題について提言する。

2015 年に、「安全な学校宣言」*4 が採択された。子ども、教職員、学校、大学を最悪の形態の
武力紛争から守るために、政府間で政治的なコミットメントについて検討され、同宣言は 118 各国
*5によって採択された。

紛争中に学校、病院を攻撃することは、国連安全保障理事会で明らかにされ非難された６つの重
大な侵害行為のひとつに該当する。同特別代表の仕事は、子ども兵士の利用、子どもに対する性暴力、
その他紛争地域における権利侵害といった重大な課題についてフォーカスを当てることだ。

持続可能な平和は、教育インフラの再建、学校の安全の保障、学習に集中できる環境の創造に欠
かせない。教育は、人道支援の優先事項とされるべきであり、紛争地域における安全な学習の場を
作り維持するためのリソースを配分しなければならない。カリキュラムは、こういった地域の子どもた
ちが直面する独特な課題に対応し、子どもが紛争のトラウマに対処できるようにする心理的支援が組
み込まれたものでなければならない。

　  結論
紛争地域における子どもの重大な状況は、早急に注視される必要がある。集団的かつ持続した努

力によってのみ、暴力の連鎖を断ち切ることができ、そういった子どものより明るい未来を保障するこ
とができる。根本的原因に対処し、即時の支援を提供し、基本的権利として教育を優先化することは、
紛争地域の子どものための持続可能な平和とウェルビーイングにむけた重要な一歩である。

（日本語訳：日教組国際部）
（脚注）

リンク先は英文ですが自動翻訳で日本語に切り替えることができます。

*1　2020 年、攻撃を受ける教育 (protectingeducation.org)　https://eua2020.protectingeducation.org/

*2　子どもと武力紛争に関する事務総長特別代表室 – 子どもと武力紛争 (un.org)

https://childrenandarmedconflict.un.org/

*3　教育の変革サミット | 国際連合 (un.org)　https://www.un.org/en/transforming-education-summit

*4　安全な学校宣言と軍事利用に関するガイドライン – 安全な学校宣言 (protectingeducation.org)

https://ssd.protectingeducation.org/safe-schools-declaration-and-guidelines-on-military-use/

*5　エンドースメント – 安全な学校宣言 (protectingeducation.org)

https://ssd.protectingeducation.org/endorsement/

いんふぉめーしょんno.177／2023.3.1.indd   3いんふぉめーしょんno.177／2023.3.1.indd   3 2024/03/01   13:082024/03/01   13:08



いんふぉめーしょん　2024.3 / No.177 4

 子どもの人権連

東洋大学社会学部社会福祉学科 森田明美ゼミ
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2023 年 11 月 17 日、韓国・ソウル特別市のイルムセンター（汝矣島＝ヨイド）で「アジア子ど
もの権利フォーラム／韓国子どもの権利学会秋季国際学術大会」が開催された。韓国子どもの権利
学会と日本の子どもの権利条約総合研究所の共催によるもので、「新型コロナ禍」を経て 4 年ぶりの
対面による学術交流である。

午前中の第 1 部は、両団体が 2009 年からアジア各国からの参加を得て開催してきた「アジア子
どもの権利フォーラム」の今後に向けた準備の意味合いを込めて、「ポストコロナ時代の韓国と日本
の子ども政策変化と子どもの権利の実態」について検討を行なった。日本でこども基本法が制定され
てこども家庭庁が設置されたこと、地方レベルで子どもの権利救済機関の設置が進んでいることなど
に対し、韓国側の参加者から高い関心が示されたのが印象的である（韓国でも国会に与野党の「子
ども基本法案」が提出されているが、いまのところ具体的進展はない模様）。

午後の第 2 部は、「子どもの権利学会秋季国際学術大会」として、「児童生徒人権保障の発展過
程と課題」をテーマとする発表と討議があった。これについて少し詳しく報告したい。

　  「児童生徒人権条例」廃止と「教権」強化の動き
韓国では、京畿道（2010 年）を皮切りとして、光州広域市（2011 年）、ソウル特別市（2012

年）、全羅北道（2013 年）、忠清南道（2020 年）、済州特別自治道（2021 年）の 6 自治体で「児
童生徒人権条例」（韓国語では「学生人権条例」）が制定されてきた。

近年、これらの条例を廃止しようとする動きが広がっている。当初は、これらの条例の多くで「性
的指向」等による差別が禁止されていることに対するキリスト教保守派の反発が主たる背景となって
おり、2023 年 1 月には、国連の 4 人の人権専門家（教育への権利に関する特別報告者／健康へ
の権利に関する特別報告者／性的指向・ジェンダーアイデンティティに基づく暴力および差別に関す
る独立専門家／女性と女児への差別に関する作業部会委員長－報告者）の懸念が韓国政府にも伝
えられた。

その後、2023 年 7 月にソウル特別市で起きた小学校教員（24 歳）の自死事件をきっかけとして、
「教権」の強化を求める声が全国的に広がっていく。ソウル在住ジャーナリストの徐台教氏（『コリア・
フォーカス』編集長）が Yahoo! News で発表した〈「私たちは生きたい、教師として生きたい」... ‘ク
ビ覚悟’ で訴える韓国教育の担い手たち〉（2023 年 9 月 5 日配信）によれば、同教員の自死の原
因は “生徒間のいさかいを収める過程で保護者から強いストレスを受けたこと”、いわゆる「モンスター
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ペアレント」によるハラスメントであったという。
韓国の教員たちはこの事件の直後から街頭で待遇改善を求める集会を繰り返すようになり、9 月 2

日は国会前に 20 万人が集まった。その 2 日後（9 月 4 日）に開かれた集会にも、国会前だけで 5
万人、全国で 10 万人が参加したとされる。徐台教氏の前掲記事によれば、この過程で議論は「教
権」（徐氏の説明では、狭義には「教師の権利」、より韓国的な脈絡では「教師たちが外部の干渉を
受けずに生徒を教育する権利」）をめぐるものに収斂されていき、一方で、保守派が強調していた “児
童生徒の権利 vs 教師の権利” という構図は後景に退いていったという。

2023 年 9 月にはいわゆる「教権保護 4 法」（教員地位法／小・中等教育法／幼児教育法／教
育基本法）改正案が国会を通過し、教員を対象とする根拠のない虐待の訴えや保護者による悪質な
クレームから教員を保護するための措置などが導入された。

とはいえ、「児童生徒人権条例」の廃止を求める動きがこれによって止まったわけではない。忠清
南道の条例は、12 月 15 日の道議会で、賛成 31 票・反対 13 票（棄権 0 票）で廃止が決議され
た。ソウル特別市の条例も 12 月中に廃止される可能性があったものの、市民団体が起こした訴訟で
審理停止の仮処分命令が出たため、本訴の結果が出るまで当分維持される見込みとなった模様であ
る。

韓国国家人権委員会のソン・ドゥファン委員長は、このような動きに対する声明を 12 月 5 日付で
発表し、おおむね次のように述べている。

－児童生徒人権条例の立法趣旨は、子ども・青少年が権利の主体であることを確認し、学校でこ
れらの権利を十分に保障することにあり、これらの条例による肯定的な変化（体罰や頭髪・服装に対
する過度な規制がなくなったこと、校則の制定過程に生徒が参加するようになったことなど）も少な
くない。

－条例で求められている児童生徒の人権の保護と、学校現場で要求されている教権（教師の権利
／教育権）の保障は対立関係にはなく、いま重要なのは学校構成員「みんな」の人権を「ともに」、
そして「調和的に」保障する方策を探すことである。

－学校は、子ども・青少年が人権に関する感受性と相互尊重の態度を学び、民主社会の健全な
市民に成長していけるように励まし、導いてく場所であり、児童生徒人権条例はそれを実現するため
のひとつの手段である。児童生徒人権条例を廃止することは、教室が有する「民主的市民に成長す
る学びの機能」を損なうものだと言える。

　  子どもの権利と「教権」をめぐる学術集会での議論
韓国国家人権委員会委員長の声明は、子どもの権利学会秋季国際学術大会で交わされた議論と

も軌を一にするものである。
大会ではまず、オ・ドンソク教授（亜洲大学法学専門大学院）から韓国の最近の状況について報

告があった。オ教授によれば、「自治体の児童生徒人権条例は教師の権限を制限するものではなく、
韓国最高裁も、児童生徒人権条例は（a）すでに関連法令で認められている児童生徒の権利を列挙・
確認・具体化したものにすぎず、（b）法令で認められていなかった新しい権利を児童生徒に付与したり、
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学校運営者や学校長・教師などに新しい義務を課したりするものではなく、（c）学校長や教師が児
童生徒の人権を尊重するようにするために必要な措置を勧告しているにすぎないという判断を下して
いる。したがって、児童生徒人権条例またはそこに掲げられた児童生徒の人権を否定・制限すること
は、憲法が保障する基本的人権を否定することにほかならない。

また、いわゆる「学校崩壊現象」や現場の教師に対する不当な苦情の問題はすでに 1990 年代
から浮上していたのであり、児童生徒人権条例が制定されている地域とそれ以外の地域を比べても、
問題のあり方に有意な差は現れないという指摘が、市民団体などからは行なわれている。教師は児
童生徒の人権の視点に立って困難な教育環境の改善を要求してきたが、そのような市民社会の声を
無視し、応答も説明もしてこなかったのが立法府・行政府・司法府である。」

オ教授はこのように述べたうえで、児童生徒の人権が保障されるようにするための法制を国レベル
でさらに整備していくことの重要性を訴えた。

オ教授による発表の次に、日本側から安ウンギョン専任講師（（平成国際大学）が学校における子
どもの権利保障の状況について報告し、その後総合討論が行なわれたが、そこで主要な論点のひと
つになったのも、「子どもの権利」と「教権」をめぐる問題である。韓国側からはシン・オクチュ教授（全
北大学校法学専門大学院）とチェ・ヒョンギュ氏（（利川市教育協力支援センター長／元ソジョン中
学校長）が、日本側からは喜多明人・早稲田大学名誉教授と森田明美・東洋大学名誉教授が指定
討論者を務めたが、全体として、子ども（児童生徒）の権利と「教権」はけっして対立関係にあるも
のではなく、整合的に理解・保障していくことの重要性が共有された。

　  学校で子どもの権利を守るための法制の整備を
暴力や不当な攻撃から教職員を守ることが必要なのは、論を俟たない。しかし、そのために子ども

が本来有している権利を制限することは不当である。むしろ学校における子どもの権利を具体的に規
定し、教職員がそれらの権利を、そして子どもたちがおたがいの権利を十分に尊重する環境を醸成し
ていく必要がある。そのうえで、権利侵害を受けたという虚偽の訴えをはじめとする権利の濫用があっ
た場合には、適切な対処をしていけばよい。

たとえば、本誌 176 号の「国際動向ダイジェスト」でも取り上げたが、ノルウェーでは 2023
年 6 月 9 日に新たな教育法が可決された（2024 年 8 月施行；筆者の note https://note.com/
childrights/n/n5d02b3131cf4 も参照）。全 8 部・30 章からなる包括的な法律で、児童生徒の
最善の利益原則や児童生徒の参加権を明記するとともに、「学校民主主義」についても独立の条文
を設け、

「学校は、学校の活動（学校環境、教育の質の発展および校則の制定に関する取り組みを含む）
の計画、実施および評価に児童生徒および親が参加できることを確保しなければならない」

「学校は、すべての児童生徒が自らを表現できるようにするための体制を整え、かつ、学校民主
主義への児童生徒の参加を奨励しなければならない。学校はまた、学校民主主義に関する取り組み
に関して児童生徒の援助も行なわなければならない」

　などと定めるものである（第 10 － 4 条）。
また、第 12 章（児童生徒のための学校環境）では、「健康、包摂、ウェルビーイングおよび学
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習を促進する、安全かつ良好な学校環境」に対するすべての児童生徒の権利を認めたうえで（第 12
－ 2 条）、

「学校は、いじめ、暴力、差別、ハラスメント等の、人を傷つける（offensive）振舞いを容認し
てはならない。学校は、すべての児童生徒が安全かつ良好な学校環境を享受することを確保するため、
継続的取り組みを行なわなければならない」（第 12 － 3 条）

と規定し、このような権利の侵害（学校職員によるものを含む）が生じた場合の対応を詳しく定め
ている（これらの規定の多くは 1998 年教育法第 9 章を引き継いだもので、大きな変更はない）。

日本でも、一般社団法人日本若者協議会（代表理事・室橋祐貴）が本年 1 月に「『学校内民主
主義』の制度化に向けた提言」（https://youthconference.jp/archives/7537/）をとりまとめ、
文部科学省とこども家庭庁に提出した。

この提言は筆者も関わって作成されたもので、学校で子どもの権利が守られるようにし、「学校内
民主主義」を進めていくために必要な対応が、次のように詳しく提言されている（「学校運営におけ
る教職員の意見の尊重」の必要性も指摘されている点に注意されたい）。

1.	 学校内民主主義のために必要な法改正について
a.	 法令における子どもの権利の明記
b.	 児童会・生徒会の権限の明記
c.	 生徒会以外の意見表明の仕組みの整備
d.	 学校運営における教職員の意見の尊重
2.	 校則および生徒指導について
a.	 校則における子どもの権利の尊重
b.	 校則改正手続きの見直し
c.	 児童生徒に対する身体的・精神的暴力の禁止および懲戒のあり方の見直し
d.	 内申書・評価の在り方の見直し
3.	 学校内民主主義を強化するためのその他の施策について
a.	 民主主義・法律・権利に関する教育の強化
b.	 子どもの権利の尊重に関する新たな通知の発出
c.	 教職員への子どもの権利の周知徹底
d.	 学習指導要領における子どもの権利の記載
e.	 子どもの権利擁護のための機関の設置
f.	 私立学校における子どもの権利保障
g.	 実態調査

これらの提言の多くは、こども基本法や改訂「生徒指導提要」の内容を踏まえれば当然の内容で
あり、実現へのハードルも（本来は）それほど高くないはずである。政府（とくに文部科学省・こど
も家庭庁）および国会には速やかな対応を求めたい。
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　 2022 年度活動の概要
国際子ども権利センター（シーライツ）では、2021 年度に 1 年間をかけて『世界の子ども権利

かるた』の制作にとりくみ、2022 年 3 月に完成しました。このかるたは、子どもの権利について子
どもが早い段階で知ることが、自身の悩みを解決したり、よりよい社会をつくるために何ができるか考
えるきっかけになるという考えに基づき、当団体の学生インターンが中心となって制作したものです。

各回の概要は以下のとおりです。
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※このほか、合同出版株式会社主催「世界の子ども権利かるたで遊ぼう！イベント」（8/27　会場：
ハックルベリーブックス（柏市）、生かそう！子どもの権利条約出版社（有志）の会主催の「かわさき
子どもの権利の日のつどい　子どもの権利条約かるた大会」（12/10 会場：麻生市民館）にも、学
生インターン・ボランティアを派遣し、『世界の子どもの権利かるた）を使ったワークショップをファシ
リテートしました。

２　各回の報告
以下は、各回のイベントやワークショップに参加した学生インターン・ボランティアによる報告です。

（１）『世界の子ども権利かるた』を使った特別授業
　（6月14日＠文京学院大学付属女子中学・高等学校）

私たちは、文京学院大学女子中学・高等学校に行き、中学 1 年生の 3 クラスの生徒、約
100 人に向けて、子どもの権利かるたを広めるワークショップを行いました。それぞれ授業は
50 分ずつあり、初めの 20 分ほどで現在世界中の子どもが抱える問題についてのレクチャーを
行い、残りの 30 分ほどで生徒の皆さんと一緒にかるたを楽しみました。ワークショップを行った
3 クラスすべて元気の良い生徒さんばかりで、とても盛り上がりました。

初めに行ったレクチャーでは、ジェンダー、LGBTQ、いじめ、児童労働の４つのテーマを取
り上げ、その概要や問題点について知ってもらいました。このレクチャーとかるたのワークショッ
プを通して、「周りには LGBTQ の友だちはいないと思っていましたが、カミングアウトできない
だけで実際はいるのかもしれないと思いました。」「子どもでも働いている子が世界にはいるとい
うことを初めて知りました。」「かるたの絵がとてもかわいらしく、その絵を見ただけでこんな感じ
の内容かな？と予想がいっぱいできて楽しかったです。」「親に自分の意見を言うとすべて否定さ
れてしまうこともあり、それが当たり前だと思っていたけれど、私たちも人間として生まれてきて、
人間として自由に生きる権利があるということに改めて気づくことができました。」などの声があり
ました。かるたで遊ぶ前にレクチャーを挟み、概要を理解してもらった後、子どもの権利かるた
を通して楽しく学ぶことで、スムーズに理解していただくことができました。

私たちもこのイベントを通して、難しい問題をいかにわかりやすく、興味を持っていただけるよ
うにレクチャーするかを学びました。これからも “楽しく学ぶ” をテーマに、子どもの権利と共に
子どもの権利かるたを広めていきたいです。（インターン　森下晶代）

ワークショップを主催した大学生も様々な発見をすることができました。初めてのイベントであっ
たため、1 時間めの授業の際は時間配分が上手くいきませんでしたが、そこを見直して子どもた
ちが飽きないよう、2 時間めからはレクチャーの時間を短くし、後半のワークショップの時間に
余裕を持たすことができました。このように臨機応変に行うことがこういった時間の限られたイベ
ントでは大切だと実感しました。また、難しい言葉で長く説明するのは、子どもたちの集中力が
持たないため、短くわかりやすい言葉で伝えることも大切だと感じました。( 学生ボランティア　
橋本隼登 )
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（２）『世界の子ども権利かるた』イベント

　（6月26日＠川崎市子ども夢パーク　フリースペースえん）

川崎市の子ども夢パークにある「フリースペースえん」にて子どもたちを対象としたかるたイベ
ントを行い、７歳から 14 歳までの幅広い年齢層の子どもたちが参加してくれました。１テーブル
約7～９人の全４テーブルで行いました。前回、中学校で行った時の反省を踏まえて、時間配分や、
かるたや子どもの権利の説明、アンケートの仕方にも改善を行いました。前回と比べて、年齢の
幅も広がったので、小さい子どもにもわかりやすい説明を行うことに苦戦しました。

子どもたちのアンケートからは、かるたをやってみて面白かった、子どもの権利を知れて楽しかっ
た、勉強になったという感想が多くあり、私たちもとても嬉しかったです。子どもたち一人ひとり
に気に入ったかるたの読み札を選んでもらいましたが、選んだ理由にも感心することばかりでし
た。その中には、「世界では自分たちの知らないところで困っている子どもたちがいて、日本で当
たり前に暮らせているのが当たり前ではないと感じた」という感想や、「自分も大変な環境で暮ら
す人のために何か協力したいと思った。これからも自分らしく生きたいです。」というコメントもあ
りました。

子どもたちの感想から、かるたを通して子どもの権利を知ってもらう機会ができて良かったと改
めて思いました。（学生インターン　山崎姫乃）

川崎市子ども夢パークでかるたイベントを行う前に、文京学院大学女子中学校高等学校でも
同様に行いましたが、そのときは 1 つのコマが約 40 分だったため、説明する時間が十分ありま
せんでした。早口になってしまったこともあり、生徒たちが少し飽きてしまった様子がありました。
その反省を活かして川崎市こども夢パークでは子どもたちがより理解しやすいようにやや簡単にま
とめて説明しましたが、フリースペースえんを運営する NPO の理事長の西野さんからは「クイズ
形式で説明したらもっとよいのでは」と提案をいただきました。そうすることでより子どもたちの
理解が深まることが期待され、今後のイベントでは川崎で行ったイベントの反省を活かしていきた
いと思いました。また川崎のイベントは子どもたちの人数が予想を上回ったため後から椅子を追
加するなど、イレギュラーな事態が発生しましたが臨機応変な対応により突然の事態にも対処す
ることができました。人数を把握して準備することはとても大事だとこのイベントから学びました。
( 学生ボランティア　千明　隼也 )
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（３）シーライツ 30 周年記念『世界の子ども権利かるた』イベント
　（11月27日＠文京学院大学）

私たちは 11 月 27 日（日）に文京学院大学でシーライツ設立 30 周年記念として世界の子ど
も権利かるたイベントを行いました。このイベントは第一部と第二部から構成され、第一部では
小体育館のB’sスクエアで子どもの権利かるたを使って遊び、約 15 人が参加してくださいました。
認定 NPO 法人児童虐待防止全国ネットワークの理事を務めていらっしゃる高祖常子さんにかる
たの読み手とコメントをお願いしました。第二部では B's カフェで高祖さんとシーライツ代表理
事である甲斐田万智子のクロストークを行い、11 人が参加してくださいました。

対面のみで行われた第一部のかるたイベントでは、遊ぶ前に子どもの権利について知ってもら
うために「ジェンダー」「LGBTQ」「いじめ」「児童労働」についての説明をクイズも交えて行い
ました。6 月に川崎市の子ども夢パーク内の「フリースペースえん」で開催したイベントの反省を
活かし、パワーポイントにもかるたの絵札と読み札を載せました。耳からのみではなく視覚的に
も確認できるようにしたことによって、他の人がかるたを取った後や聞こえなかった場合でも自分
のペースでかるたの絵や読み札の詳細を確認できるようになりました。かるたで遊んだ後、子ど
もの権利について思ったこと・学んだことを付箋に書いてもらったところ「「○○だから」ではなく

「私」がありのまま大切にできる・される社会にしたい」、「人はそれぞれ個性があることがわかっ
た」などの意見をいただくことができました。おとなの参加者もいらっしゃいましたが、子どもに
合わせた言葉選びや時間配分で行えたと思います。

第二部のクロストークは対面とオンラインを用いたハイブリッド型で行いました。対面とオンラ
インの併用は初めての試みだったためうまく進めることができるか不安でしたが、ハウリングしな
いようにリハーサル時にスピーカーとパソコンとの距離を確認する等の入念な調整により成功さ
せることができました。クロストークの内容は今年成立したこども基本法やこども家庭庁などにつ
いてで、この第二部の様子や話の内容を奈美さんがグラレコとしてまとめてくださいました。それ
ぞれが自分の役割を果たし協力したことによってイベントを成功させることができたのではないか
と思います。（学生インターン　大熊愛）

第一部のかるたイベントでは、パワーポイントでジェンダーなどの説明をする際に〇×を使って
子どもたちに手を挙げてもらうクイズ形式にしたことがとても良かったと思います。全部のイベント
で感じたことですが、このような場で子どもと接するのは難しいものだと感じました。

( 学生ボランティア　橋本　隼登 )

第 23 回「子どもの権利条約具現化のための実践」助成事業報告　『世界の子ども権利かるた』イベント・ワークショップ　活動報告
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（４）かるたで子どもの権利を楽しく学ぼう
　（12月10日＠沖縄大学）

内容は、オンラインと会場でのハイブリッド形式で、「世界の子ども権利かるた」を使い、子ど
もの権利とはなにかを知ってもらうという企画を行いました。最初にジェンダー・児童労働・い
じめ・差別・貧困などのテーマを取り上げ、それぞれのテーマに関する子どもの権利について説
明をしました。メイン・イベントととして、かるた取りを行い、オンライン参加者には、事前にか
るたの資料を配布した上で、会場の参加者がかるたで遊んだり、話し合ったり様子を中継で見
てもらいました。かるた取りを行った後に、自分の取ったかるたが何を意味しているのかを考え、
参加者が気になったかるたの内容とその理由を発表してもらいました。

印象に残った内容・参加者の声としては、「かるたの解説もさることながら、疑問点など、か
るたをもとにコミュニケーションをする時間がとても大切に感じた」という感想が特に印象に残り
ました。ただ、かるたをするだけでなく、参加者同士で、かるたの札が意味することや気になっ
たことを発表しあうことで、子どもの権利についてより楽しく、また深く学んでいただけたのでは
ないかと感じました。

参加者の方がおっしゃってくださったように、このかるたの良いところは、取ったかるたの意味
を考えることで権利を身近に感じたり、かるたの内容をきっかけに子どもたちが自分の思いを話
しやすくなることではないかと思います。子どもの権利を子どもたちにどのように教えたらいいか
わからない、という人たちに対して、気軽に子どもの権利を教えたり、子どもの声を聴いたりす
るツールとして、広めていきたいと考えています。（学生ボランティア　川島杏心、大場彩香）

いんふぉめーしょんno.177／2023.3.1.indd   12いんふぉめーしょんno.177／2023.3.1.indd   12 2024/03/01   13:082024/03/01   13:08



13 第 23 回「子どもの権利条約具現化のための実践」助成事業報告　『世界の子ども権利かるた』イベント・ワークショップ　活動報告

３　子どもたちの感想（抜粋）
⚫このかるたをやってみて、今世界がどういう状況なのかを知ることができた。（10 歳）

⚫このかるたを学校でやってみたら面白いのではないか。年上よりも低学年の方が盛り上がって
いたので、小学校で権利を楽しく学べて良いと思う。年が違う人達でやると、年上が年下に
教えることができて高学年組の勉強にもなった。（14 歳）

⚫学校の友だちにいつも遅刻や休んでいる子がいてみんなから何で遅刻しているの、なんで休ん
でいるのと聞いて、嫌そうだったので、その時は止めに入ったりしようと思います。（9 歳）

⚫カルタをしながら子どもの権利のことを知ることが出来て楽しかったです。カルタの中で一番
印象に残ったのが『き』です。給食を食べるのがおそくて、昼休みまで食べている人を見たこ
とがあったので、一つ新しいことを学べたなと思いました。

⚫いじめについて、とてもいじめられていたのですごく共感した。（11 歳）

⚫「く」で、1 人では聞き入れてもらえないことも、大勢の子どもの声が集まれば社会を変えていく、
というところがすごかった。これからも自分らしく生きたいです。

⚫今日学べたことは、いじめのことや、それをやられている人がたくさんいるということです。も
しも自分がやられたり、他の人がやられているのを知っていたら、すぐにおとななどに言おうと
思いました。（10 歳）

⚫カードの説明の中で :「ふ」がこころにのこりました。りゆうは、ぼくはともだちと夢パークで
ねんどをとりそれを焼いて土器をつくっていてはじめてやるとき、できるわけがないと思ってい
たけどやってみてほんとうにできてまさに不可能はないと決めつけないで、ということだと思い
ました。（10 歳）
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⚫自分を傷つけてしまうことで悩んでいる友だちや、複雑な家庭の事情で相談している子など私
の周りにもたくさんいます。そういう子たちに改めて子どもの権利を知ってもらいたいと感じる
ことができました。私自身にも関係がある権利がたくさんあり、子どもの権利とその問題はど
こか遠い社会問題ではなく、自分の生活圏内で起こっている身近なことと気付かされる札も
沢山ありました。例えば「し」の札。私は将来の夢があります。その夢を周りの友達や家族、
先生などたくさんの人が応援してくれます。その環境がとても恵まれていて、守られているのだ
なと感じることができました。

⚫子どもの権利がこんなにも多くあるとは思っていなかったので驚きました。でも子どもの権利
を子どもが知らないのでは、権利を作っている意味が無いので、もっと子どもたちに伝えてい
く必要があると思いました。（中学生）

⚫かるたの絵がとても可愛らしく、その絵を見ただけでこんな感じの内容かな？と予想がいっぱ
い出てきてとてもおもしろかったです。（中学生）

⚫私たちにとって同性カップルって身近になりつつあるけど、やはり偏見があるのか同性カップル
を見かけると二度見してしまうことがあります。身近になって当り前だと感じられるようになれ
ばいいと思いました。（中学生）

⚫親に自分の意見を言うと全て否定されてしまうこともあり、それが、当り前だと思っていたけど、
私達も人間として生まれてきて、人間として、自由に生きる権利があるということに改めて気づ
くことができました。（中学生）

⚫皆で楽しく人権のことを学べて、イラストや読み札も分かりやすくて、覚えやすい ( 印象に残り
やすい ) ので、とても面白かったです。今回の授業だけではなく、今後も人権のことを学びた
いです。（中学生）

⚫家に帰ったらお母さんたちにも子どもの権利を教えたいです。（中学生）
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15 第 23 回「子どもの権利条約具現化のための実践」助成事業報告　「南三陸の若者と東洋大学生が考える被災地支援」報告書

１　はじめに
東日本大震災から 12 年が経過する。Project “M” は、宮城県南三陸町で震災を経験し、中高

生期〜学生期には語る場・居場所支援といった継続的な震災支援を受け、大学生期には現在社会
人として歩みを始めている 20 代のメンバーで構成されている。中高生期〜学生期に受けた「語る場」
の支援は、故郷の町づくりに思うことや、これからしたいこと といった子ども・若者としての声を大人
や同世代に届け、対話と議論を重ねる中で、これからを歩む上での前向きな行動力や、広い視野を
得ることができたことを実感している。

このことから、学生期には「学生の南三陸ツアー」のボランティア企画を開始し、私たちが受けた「語
る場」の支援を実践する活動を開始。社会人になって以降も、2019 年度より東洋大学社会貢献セ
ンターと連携し、被災地支援の活動として、東洋大学在学の学生を南三陸町へ受け入れ、被災地ツ
アーのサポートを毎年継続している。

今年度は、「被災地の若者と東洋大生が取り組む被災地支援のあり方」というテーマのプログラム
で、南三陸町をフィールドに、2泊3日の宿泊型のプログラムを行った。フィールドとする南三陸町では、
東日本大震災からの復興のフェーズが変化しており、移住者も増え、震災以前にはなかった新たなと
りくみが町づくりとして進められている。また、郷土文化や暮らし、農林漁業といった産業など、震
災があっても失われずに地元の出身者が中心となって繋げ続けられているものもある。一方で、人口
減少や高齢化等、以前より問題視されながら、震災によって改めて浮き彫りとなった地域課題も抱え
続けている。

今回は震災から 12 年のタイミングであるが、大学生たちが今被災地を訪れる意味として、何を地
域に還元できるのか、プログラムを通して自分たちにはどのような影響を与えられるかなどを、学生た
ち自身が主体となって考え現地での学びの場を運営する機会とした。５名の運営スタッフの学生が中
心となって、1 年前から企画を始め、現地サイドの当団体と連携をとりながら、オンラインでのミーティ
ングを重ねてきた。

本企画で目指すところは、あくまで学生が企画運営を行う主体的な活動の中で、現地での被災地
出身者との交流・体験・ワークショップにおける対話を通して、これからの未来を創る学生たちそれ
ぞれが目指す “地域” への関わり方を探り、創造力や協調性、リーダーシップ性を伸ばすことである。
行程中に現地での活動を支援する私たち Project “M” としては、同世代の若者でありながら、被災
経験をしながら社会人として地域に関わる者として、学生たちが求める影響を与えるポジションとなっ
て、学生たちの主体的な学びを後押しできるようサポートを行なった。
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２　日程・実施体制
◆日程：2023年2月4日〜2月6日　　◆場所：宮城県南三陸町 
◆主催：東洋大学学生課外活動育成会、Project“M”
◆参加：東洋大学学生20人、職員1人、Project“M” 4人

３　主なプログラム内容
 

ワークショップ　　　　　　　　　　　　　震災語り部(旧南三陸町立戸倉中学校)

 

郷土芸能ワークショップ　　　　　　　　　林業体験

４　学生参加者の感想 ( アンケート抜粋 ) 

●企画全体の感想
・とても密な 3 日間で、学びも多く且つ多くの人と交流できた。

・災害について学びつつ、自分に足りていない防災知識を習得することができた。

・企画の最初から最後まで、メンバーと共に、非常に内容の濃い経験をし、自分自身もこれから
より、東日本大震災への向き合い方、これからボランティア自体に対する考え方が変わった。

・実際に津波が来た場所、地震が起きた場所に足を運んだことで、復興のまちづくりがどれほ
ど進んだか、被災地を想う人の心に触れることができたのは重たいが貴重な体験だった。

・実際に被災者の声を間近で聞いたり、説明を受けながら町の様子を見たり、語り部を聞いた
り、ワークショップを通して他の参加者と意見交換をしたりするなどのアクティブラーニング形
式で、主体的・積極的に、当事者意識を持って学ぶことができた。

・震災について学べただけでなく、南三陸の景観・文化・産業についても触れる機会があり、
とても充実していた。
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17 第 23 回「子どもの権利条約具現化のための実践」助成事業報告　「南三陸の若者と東洋大学生が考える被災地支援」報告書

・実際に津波を被災したプロジェクト M の方たちがその日その場で何が起きたか直接話してく
れる機会というのはとても貴重で心に残った。

・正直全てチェックしたいのですが、特に林業体験では、私に実際の重機の操縦をさせて頂け
たり、語り部で、実際に起きた出来事を現地でまのあたりにした時の恐怖を少しながら感じた
ことや、最後に周辺を散策し、より、ここに来れて良かったという実感が湧いた。

・旧戸倉中学校での語り部は、現地だからこそ当時の状況が想像しやすく、津波が来る様子や
山へ逃げる様子などが頭に浮かび、震災の悲惨さを強く感じた。1日め、2日め共にワークショッ
プはとても有意義な時間だったが、特に 2 日めのワークショップは、「被災地として忘れては
いけない場所であると共に、被災地としてのレッテルがない場所にもなって欲しい」という班
のメンバーの意見がとても胸に響いたから印象に残った。また、「復興と復旧」について考え
させられたり、2 日間で学んだことを整理する良い時間だったので印象に残った。震災復興祈
念公園は、防災対策庁舎の鉄骨や階段の曲がり具合が激しく、津波の威力を肌で感じた。

・被災地だという印象しかなかった南三陸だったが、実際に訪れてみると被災前と変わったこと
や変わらない伝統が混在しており、新たな変革を遂げていることが感じられた。

●活動を通じて学んだこと、実感したこと
・どんな状況であっても自分で考えて行動することが大切だと思った。避難訓練での行動を心掛

け、それでいて常に最悪の想定をすることも大切だと学んだ。

・"南三陸町では、津波が来た場所には建物を建てられないという決まりがあることを学んだ。この
ツアーに参加する前までは、以前のように家が建てられ、少しは活気のある場所だと思っていた
が堤防などが嵩上げされ、建物も少なく少し寂しさを感じた。また、参加者が所属する学部はそ
れぞれ異なっていたが、食環境科学部は非常食について、国際観光学部は被災後の観光業につ
いて、社会福祉学科は相談援助のような被災者に寄り添う支援について考えることができるな
ど、方法は違えど(やるかやらないかは別として)被災地のためにできることがそれぞれあるのだ
なという事を感じた。"

・震災からの復興は、地域によって進捗や方法が全く異なり、そこに住む人々からの意見も様々
なこと

・意外にも被災した方々は 12 年という月日が経って、震災という経験をマイナスに捉えていな
いこと。被災したからこそ出会った人がいて、1 番悲しいのは無関心ということという言葉がと
ても印象的だった。自分も被災者と関わる時、どう接することができるのか分からなかったが、
まずは関心を持つということが重要だということがわかった。

・ニュースなどメディアで報道されることはほんの一部に過ぎなかったり、編集者や報道者など
によって都合よく作られた情報なのだということ。実際に被災地に行って、五感で震災の恐ろ
しさや復興の様子を感じたことで、今までの固定観念が崩れ去った。被災者の中には、「復興
ではなくて復旧を望んでいる」人もいることを初めて知り、とても衝撃を受けた。被災地やそ
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の住民の命を再度の災害から守るための復興に良いイメージを持っていたり、そうあるべきだ
と思い込んでいたが、これらは被災していない第三者だからこその考え方だと気付いた。

・復興と復旧の違いについて

・震災などの被害は当事者では無い我々から見たら失ったものばかりが目に入るが、当事者は
失ったものや悲しい出来事で終わらせずに、自分たちのやりたいことをもう一度見直し、失う
だけではなく何かを得ようとしていることはこのツアーで初めて知った

・復興に対する考えは人によって異なると学びました。完全に以前のような町に戻すのではなく、
安心して生活し続けられるようアップデートしていくことが必要だと感じました。

・" 復興を現地の人は必ずしも求めている訳ではなく、復旧が良かったということ。

今こうして平和に過ごせていること事態が幸せであるとより強く感じたこと。

震災の経験も良い方向で捉えている人たちがいるということ。"

・被災した方々の実態に近づくことができ、現地の方 と々コミュニケーションを取れたこと

・旅で訪れた街の風景をぼんやりと眺めることが好きなので、商店街はあるものの今回戸倉地
区 ( 中学校 ) には初めて訪問したが、海の綺麗さ以上に悲惨な光景が起きた事実が目に浮か
んだ。被災地は当時の人の思いを馳せる場であると同時に、街の発展を目で確認する場であ
ると思わせてくれた。

・今回の活動を通して、自然災害の恐ろしさを学ぶことが出来た。今まで写真や動画で見てき
た災害の恐ろしさが、実際にその場に行って自分の目で見ることによって、どれだけの想いが
ここにあったのかということや、復興というのは、果たして何をもって復興と言えるのかという
ことなど、新たな学びを得ることが出来た。

・一番に震災に対して持っていたイメージが変わった。今までは、震災で多くの被害者が出たの
は津波に対しての油断があったからだと思っていたが、実際には普段から訓練を行ってはいた
が、想定を大きく超える事態に対応できなかったことが要因だったと知ることができた。この
ことは、沿岸部でない自分の地域でも想定外は起こり得るという教訓になった。

・被災地の復興が進んでいる一方で、未だ街には暗い雰囲気が残っていると感じた。

・自然災害の怖さとそこから街を復興させることが如何に難しいかを知ることが出来た。

・広めていく必要がある。

●今後実践してみたいこと
・自分の家の避難経路や手段を見直そうと思った。

・震災や復興についての情報発信

・基本的にボランティアは何でも取り組んでいき、その度に新たな学びを得て行きたい。自分の
やりたいことは今のうちにやるべきだと思いました。

いんふぉめーしょんno.177／2023.3.1.indd   18いんふぉめーしょんno.177／2023.3.1.indd   18 2024/03/01   13:082024/03/01   13:08



19 第 23 回「子どもの権利条約具現化のための実践」助成事業報告　「南三陸の若者と東洋大学生が考える被災地支援」報告書

・東日本大震災から 12 年間の復旧・復興を参考に、災害支援の活動でも、将来を見据えた
支援ができるようにしたい。

・これからも南三陸に継続的に訪れるなどして関わっていきたい。自分だけで行くのではなく、
友人や家族も誘い、この 3 日間のツアーで感じたことを伝えたい。

・まず、周りの人に今回見聞きしたことや感じたことを伝える。誰もがいつでも被災者になり得る
可能性を持っているので、実際に被災地を訪れてみて、当事者意識を持ってもらうことを勧める。

・SNS 時代だからこそ、現地へ足を運ぶことの大切さを学んだので、現地参加型のワークショッ
プなどは積極的に参加していきたい。

・自分のできる範囲で震災のことを知り合いに伝える。理工学部なので、避難に使える道具作
りや、郷土芸能をモチーフにしたアプリなどを作って知ってもらう。

・今回学んだことは、自然災害がいつどのように起こるのか分からないということから、常に非
常事態に備えておくこと。私は、栄養について大学で学んでいるので、特に災害時の人々への
食の配給について、より考えていきたい。

・過疎地域や被災地、その他何かしらの課題を抱えている地域を訪れ、アクティブラーニング形
式で学んだり、ボランティアをしたりすることで学びや気づきを得ることができるスタディツアー。

・語り部のように普段知ることの出来ない、聞にくいことを伺って人の気持ちや考えを知れる内容。
また、ワークショップのような人と考えや意見を交換できる内容。

・旅行や観光では体験することが難しいこと ( 現地住民との交流や、イベント)

・体を動かす実習的なもの

・自分たちの地域内でもできるようなごみ拾いやワークショップなどの身近な内容。

・海外支援ボランティア (トルコの大地震の災害支援 )

・今回の様な宿泊ありのボランティアに参加したい

・共働きの小さいお子さんの面倒を見るような時間

５　総括
毎年継続して行なってきた活動だが、「コロナ禍」の影響を受け 3 年ほどやむを得ずオンラインで

の企画を挟み、3 年ぶりの現地開催となったツアーとなった。学生たち自身も「コロナ渦」中の学生
生活をこれまで続けてきていた。だからこそリアルでのボランティア企画の開催に、現地では生き生き
として交流を行う様子を感じられ、より、おとなや同世代と語る機会、議論を通じて自分を開いてい
くことの意義を実感した。Project "M" としても、学生期に受けた震災支援の経験を活かし、当事者
としての知見を生かしながら次世代をサポートする立場として活動を続けていきたい。
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2016 年６月、ひとり親家庭の子どもたちが楽しく過ごしながら学習支援や食事の提供、進路の悩
みや友達関係などの相談を聞いてもらったり、野外体験活動（農作業体験）を無料で利用できる場
所として、ひとり親家庭の子どもの居場所「こぶたのポッケ」がオープンしました。子ども達が明るく
心豊かに成長できるよう、おとなが寄り添いながら支援を行う場所となっています。「こぶたのポッケ」
はイギリスの昔話である「三匹のこぶた」にあやかり、子どもが自立できるように、みんなで協力し合い、
こつこつ努力して頑張って欲しいという思いと、努力することによって楽しいこと、幸せなことが子ども
のポケット（ポッケ）にたくさん入ってきてほしいという思いからこの名前が付けられました。

　 2022 年度の活動について
１．こぶたのポッケの開催について

22 年６月から 23 年２月末まで計３２回開催した。場所は市内の公民館や事務所などを利用
して実施した

２．学習支援について
学習支援はオンラインなどを利用し東洋大学の学生の方に協力をしてもらい実施した。初回の

学習支援はお互いに緊張していたが回数を重ねるごとに雑談などを交えながらリラックスした雰
囲気の中行う事ができた。学習支援に参加した中学生のほとんどが志望校へ進学をすることがで
きた。「わからない所を何度も丁寧に説明してくれた」「苦手だった教科を中心に教えてもらった
ので、とてもよかった」「おしゃべりしながらの勉強楽しかった」など参加者から参加してよかっ
たという声が多かった。

３．野外活動について
今年の野外活動は夏・秋・冬（各１回）計３回実施した。夏は残念ながら新型コロナウイル

ス感染症の影響で大学生との交流の時間を持つことができなかったが、秋の農作業体験終了後
に web を使って大学生と子どもたちの交流の時間を持つことができ、参加者の子どもたちから
は大学生が考えてくれたクイズなどとても楽しかったという感想が多かった。冬の活動は１泊２
日で行う事ができた。（ウインターレスパイト）場所は裏磐梯の施設やスキー場。初日は、緊張
していたが体育館で大学生が考えてくれたゲームやボール遊びなどを行い、子どもたちは体を動
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秋のオンライン交流会

２日目の雪遊びの様子

ウインターレスパイト
初日の室内遊び　

かして遊べたことをとても喜んでいた。２日めはスキー場での雪遊びでソリなどを使って学生と一
緒に遊んだ。母子家庭の子どもたちの多くが母親とスキー場で遊ぶ経験がないので良い思い出と
なったようだ。家に帰ってからも２日間の思い出を母親にうれしそうに報告していた子どもたちが
多かった。第三者とふれあう経験が少ない子ども達は今回の経験を通して色々なことを学んだよ
うに感じた。
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Ⅰ   事業対象地の概況

現在、タイとミャンマーの国境にある 9 つの
難民キャンプには、タイ王国政府、UNHCR、
その他のパートナーの協力により、ミャンマー
からの難民が約 91,000 人（出典：UNHCR 
Thailand）暮らしています。2000 年以降、シャ
ンティは 7 つの難民キャンプにコミュニティ図
書館を設立し、読書活動を支援・推進すると
ともに、読書を通じて様々な情報や知識を提供
しています。

キャンプ内の新型コロナウイルス（以下、 「コロナ」）の感染状況は落ち着いてきており、行動制限
も解除されています。キャンプの居住者はワクチン接種を受けることができますが、接種率はあまり高
くありません。そこで、シャンティを含めキャンプで活動するすべての NGO 団体は、キャンプ居住者
にワクチン接種を促すため、スピーカーやビデオメッセージなどあらゆる手段でワクチン接種のメリッ
トを広めるよう努めています。タイ内務省は、キャンプで活動する NGO スタッフが少なくとも 2 回の
予防接種を受けることを奨励しており、キャンプに入る際には抗原検査の結果を提示する必要があり
ます。キャンプによっては抗原検査の結果を提示する必要がないキャンプもありますが、その代わりに
キャンプに入る前にワクチン接種証明書をチェックポイントで提示する必要があります。「コロナ」の
感染状況が落ち着いてからは、感染対策や人々の移動、集会の制限などはより緩和されています。

2021年2月1日にミャンマーでクーデターが起こり、「コロナ」の影響も受けたため、本国ミャンマー
への帰還プログラムは不可能と見られており、第三国への再定住プログラムも中止されています。現
在、難民の人々は具体的な将来の方向性を持つことができません。労働者としてタイに再統合するこ
とを望む人もいますが、UNHCR とタイ政府による協議が続いており、機会は非常に限られています。
ただし、来年にはタイ語教室や職業訓練の実施が検討されています。

現在は、タイ難民・避難民サービス調整委員会（CCSDPT）のメンバーである 13 の NGO がタ
イとミャンマーの国境沿いにある難民キャンプの支援を続けています。CCSDPT では、マネジメント、
教育、環境衛生などの各分野のワーキンググループを通じて、情報を共有したり、活動を調整したり
しています。なお、教育分野で活動している NGO の 1 団体が資金削減のため、今年度末に撤退す
ることになっています。

授業を終えて家路につく高校生たち
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II   活動報告

1. コミュニティ図書館の概要
タイ・ミャンマー国境沿いにある 7 ヶ所の難民キャンプにある 15 館の図書館運営のご支援を頂き

ました。その一例として、メラ難民キャンプの図書館の様子をご紹介します。

2022 年 12 月末現在、メラキャンプでは 34,000 人が暮らしています（出典：UNHCR
Thailand）。22 年に入って、ターク県にあるメラ、ウンピアム、ヌポキャンプのコミュニティ図書

館は「コロナ」対策を緩和し、すべての NGO が通常通り活動を実施できるようキャンプへのアクセ
スを許可されていますが、抗原検査の結果は提示する必要があります。学校や図書館などの施設は
通常のサービスを行っています。シャンティのスタッフは月に 1 ～ 2 回メラキャンプを訪れ、モニタリ
ングを行い、本や図書館で必要な物資を届けています。

メラキャンプの朝市　　　　　　　　　　　　　  図書館司書による絵本の読み聞かせ
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２. 図書館活動内容
① 日々の図書館活動

今年の初めに「コロナ」の状況がキャンプ内で安定してから、メラ、ウンピアム、ヌポキャンプのコミュ
ニティ図書館は完全に開館しており、他の 4 キャンプでも「コロナ」の状況に応じて開館しています。
図書館司書は予防接種を受けており、「コロナ」の予防対策をして利用者にサービスを提供できる体
制を整えています。最近では、図書館に来る子どもたちの数が増えています。図書館青年ボランティア

（TYV）のメンバーは、図書館で子どもたち向けの絵本の読み聞かせやレクリエーション活動を行っ
ています。読み聞かせに使う絵本やレクリエーション活動の内容は自分たちで決め、準備をして行っ
ています。また、本の貸し出しの手伝いをしたり、掃除をしたりして、図書館の活動をサポートしてい
ます。現在、各キャンプで TYVとして活動しているメンバーの数は以下の表をご参照ください。

② 会議・モニタリングの実施
シャンティのスタッフは、7 つのキャンプすべてにおいて、図書館司書、図書館青年ボランティア、

教員代表を含む教育委員会、図書館委員会、キャンプ委員会、各セクション代表、TYVとの計画会
議、四半期会議を実施しています。計画会議では、活動の計画を共有し、図書館で行うサービスや
活動について確認しました。四半期会議では、過去 3 ヶ月間の活動の進捗状況を確認し、次の 3 ヶ
月間の活動計画に向けての課題について話し合いました。また、コミュニティの図書館関係者に、移
動図書館箱の活用を呼び掛けるなどして、読書を推進することを確認しました。参加者全員が状況を
理解し、コミュニティ図書館活動やサービスの向上のために協力を続けています。TYV も活動の報告
をし、活動に必要なものをリクエストするなど、参加者の一員として会議に参加しています。

③ 図書の配架（絵本、学習参考書、大人の利用者向けの図書）
シャンティは、ミャンマーから購入したビルマ語・カレン語の一般図書、雑誌、新聞、漫画、小説、

他の団体から寄贈された本などを毎月各図書館に約 55 冊、おとなの利用者向けに配架しています。
利用者たちは料理雑誌などの自身のスキルアップに役立つ書籍をよくリクエストしています。さらに、キャ
ンプ内の教員が授業の補助教材として利用できるように、学習参考書なども提供するようにしています。

いんふぉめーしょんno.177／2023.3.1.indd   24いんふぉめーしょんno.177／2023.3.1.indd   24 2024/03/01   13:082024/03/01   13:08



25 第 23 回「子どもの権利条約具現化のための実践」助成事業報告　ミャンマー（ビルマ）難民キャンプにおけるコミュニティ図書館を通じたノンフォーマル教育支援事業

2 月には「絵本を届ける運動」で日本のご支援者の皆様が翻訳シールを貼った絵本 7 タイトル、
4,349 冊（カレン語 2,247 冊、ビルマ語 2,102 冊）を受け取りました。これらの絵本は 5 月から 
6 月にかけて、図書館全 15 館に配布しました。

④ 情報提供
図書館司書は、毎週「コロナ」の感染状況などの情報が更新されるメディアモニタリングレポート

などの情報を掲示板に掲示し、図書館のパソコンにも保存しています。コミュニティ図書館にはパソコ
ンが 2 台設置されていますが、老朽化や使いたくても使い方がわからない利用者がいるなどの課題が
あります。6 月には、老朽化していたパソコンを 1 台入れ替えました。主に若者が勉強をするのに利
用し、ウェブポータルで情報収集も行っています。

⑤ 学校向けの移動図書箱活動
キャンプの教育機関と協力して、子どもや教員の自習や読書を促したり、本を補助的な学習教材と

して使用したりするためのサポートを続けています。また、各図書館では、キャンプ内のさまざまな教
育施設の教員が授業で使用する子ども向けの絵本や参考書を選ぶ際に、サポートを行っています。

キャンプ内の「コロナ」の状況が改善され、人々の移動がより柔軟になってからは、保育園の職員
が図書館に来て、子どもたちに読ませる絵本を最大 30 タイトルまで選び、移動図書箱に入れて借り
ていっています。また、図書館司書に、より魅力的におはなしを伝える絵本の読み方を教えてもらう
ための研修を依頼する職員もいます。

3. 図書館利用者数（2022 年 1 月～ 12 月）
1 月から 12 月の間に、7 つの難民キャンプで延べ 162,640 人が図書館を利用しました（下表

参照）。新型コロナウイルス感染予防策が緩和され、昨年より利用者数が増加しています。
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4. 利用者の声
◆ノー・シンナディーさん

私は 13 歳で、メラキャンプの 6 年生です。私の家族
は 7 人で、叔母と従妹と一緒に暮らしています。私の両
親はミャンマーにいます。家では叔母の手伝いをして、花
に水をやったり、家の中を掃除したりします。時間がある
ときは、本を読んだり、友だちと遊んだりするのが好きで
す。友だちと縄跳びをするのも大好きです。学校に行くの
が好きで、一番好きな科目は英語です。英語は国際語で
あり、もし英語を話すこと、読むこと、書くことが上手に
できれば、世界中を飛び回ることができるからです。

毎日放課後と土曜日に図書館に通っています。絵本を読んだり、絵を描いたり、ゲームをしたり、
アクションソングを歌ったりできるので、図書館に来るのが大好きです。特にゲームをして友だちと一
緒に過ごすのがとても楽しいです。私の好きな絵本は『いっすんぼうし』です。ストーリーが楽しくて、
読むと幸せな気分になるし、絵本から素敵な言葉も学べるからです。一寸法師は小さな男の子ですが、
大きな心を持っていて、賢くて勇敢な人です。私もいつか彼のような勇敢な人になりたいです。

私は図書館司書さんが大好きです。司書さんは、絵本の読み聞かせやゲーム、アクションソング、
折り紙など、いつも私たちのためにいろんな活動をしてくれます。お絵かきやぬりえもいつも用意して
くれています。本当に親切で、私たちに良い人になるように教えてくれます。

私は将来、両親の面倒を見たいので、医者になりたいと思っています。このような難民キャンプで
の難しい時期に、私たちを継続的に支援してくださる日本の皆様に感謝します。皆様のご支援があっ
たからこそ、難民キャンプでのこのような図書館活動ができるのだと思います。本当にありがとうござ
います。

◆ソー・ゴルデルさん
私は 32 歳で、叔母や従兄弟など 7 人で暮らしてい

ます。私の両親は他の兄弟と一緒にミャンマーにいます。
学校を卒業した後、キャンプ内組織で仕事をするようにな
り、私はこの仕事がとても気に入っています。

時間があるときは、図書館に行って本を借りたり
読んだりするのが好きです。私のお気に入りの本は

「NaKaTaYawChi」という雑誌です。
私はキャンプに住んでいるのでキャンプの外に出ることができませんが、この本のおかげで、世界で

起こっている様々なことを知ることができます。
コミュニティ図書館は、多くの情報を私たちに提供してくれるので、とても役に立ちますし、多くの

絵本：『いっすんぼうし』（福音館書店）

絵本：『いっすんぼうし』（福音館書店）
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新しいことを学ぶことで、知識や能力を高めることができます。また、カレン族の歴史や、リーダーシッ
プ、マネジメントに関する本を読むことができるのも好きです。

コミュニティ図書館は、地域社会に大きな影響を与えています。図書館で本を読むことは、読者にとっ
て多くの利益をもたらします。励ましや知識、世界中で起きている出来事の最新情報を得ることができ、
知識を広げ、世界を見る目を養うことができるのです。

将来は、できれば「第三国」へ行き、高等教育を受け、地域社会の良いリーダーになりたいと思っ
ています。コミュニティ図書館の活動を継続的に支援してくださっている日本の皆様に感謝するととも
に、メラ難民キャンプから皆様のご多幸をお祈りいたします

Ⅲ  写真報告

難民キャンプ内の掲示板

日本から届いた絵本を確認し、
登録作業をする図書館司書たち

名前プレート

アクションソングで歌いながら体を動
かすTYVと子どもたち

毎月購入して図書館に配布する本

毎月購入して図書館
に配布する本
（大人の利用者用の雑誌など）
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②　～校則について考えよう～　教育改革シンポジウムの開催（10/9　土）　
元世田谷区立桜丘中学校でさまざまな改革を行われた西郷先生を招き、「校則をなくした中学

校～みんなが幸せな学校～」をテーマにして、講演会とシンポジウムを行いました。
8/20 の緊急事態宣言発令により、当日はオンライン配信のみとなりました。企画の段階から中

高生と共にシンポジウムの構成を考えていく予定でしたが、それもかなわず、当日のみの参加となっ
たことは残念でした。しかし、積極的に発言してもらうことができました。　

以下が、前半の講演会の内容です。

〇桜丘中学校の最上位目標が「すべての生徒が３年間楽しく通える学校」であり、そのため
の方策としていろいろなことをやってきた。校則なし、自由な服装、定期テストなし、宿題なし、
音楽が自由にできる部屋、ドローン飛ばし放題、ポカリダンスに応募して準優勝など・・・・・

〇教室に入りづらい子の 60％は発達障害で、コミュニケーション障害、こだわりが強いなど
のために叱られたり、空気が読めなかったりして自己肯定感が下がり、学校に行きたくなく
なる。みんな個性があるのだから、画一的に押さえつける校則はない方がよい。みんな楽
になる。

〇前々回の指導要領改訂以後、不登校の子が増加している。でも、学校で好きなことができ
れば来るようになる。好きなことが心の支えになる。やりたいことを実現させる、探求心を
起こさせる、成功体験を増やす・・・先生はそれを支援する。好きなことをみつけ、得意
分野で生きるように支援したい。

〇子どもたちに対して、①否定しない　②共感して話を聞く　③ふれあいを多くする　④能力
でなく努力を誉める　⑤行動を抑制しないをこころがけてほしい。周りの環境が人間をつく
る。

〇子どもの権利条約にある「子どもにとって最善の利益を考え、子どもの声を聴く」ことを大
切にしてほしい。しんどい子に注目し、コンフォートゾーンを広げてあげてほしい。

〇自由とは信じること。自由は個性を出すことができるが、責任を持たなければならない。「み
んなに合わせなければならない」という考えから、個性を出していいと分かったときに自分
に自信がもてる。

後半は、次のお二人にも参加していただき、「子どもを信じる教育へ」と題してパネルディスカッショ
ンをおこないました。

・京都精華大学国際文化学部人文学科　
教授　住友　剛　さん（写真左）

・神戸市立須磨北中学校　
教諭　伊東久雄さん（写真右）
また、子どもたちの参加として、大学生の A さん、高校生の B さん、中学生の C さんと
D さんに入ってもらいました。シンポジウムでの主な発言を紹介します。

TYVによる絵本の読み聞かせ

絵本の点検をするTYV

図書館のトイレの修理

ご支援いただきありがとうございます！

全図書館に配布している手作りの
フラッシュカードやカードゲーム

四半期会議の様子

図書館の修理

新しいゲームを練習するTYVたち
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29 第 23 回「子どもの権利条約具現化のための実践」助成事業報告　「子ども会議」「子どもまちづくりクラブ」及びフィールドワークのとりくみ実施報告書

 石巻市子どもセンターらいつ（以下らいつ）は、乳幼児から高校生までの様々な世代の子どもた
ちが遊びにきている児童館で、東日本大震災後 2014 年 1 月に開館しました。現在も開館当初から
大切にしている子どもの権利を柱に、子ども参加の視点で運営を行っています。

東日本大震災後、公益財団法人セーブ・ザ・チルドレン・ジャパンが小学 5 年生から高校生世代
までの子どもたちに呼びかけ、岩手県山田町・陸前高田市・宮城県石巻市３つの地域で子どもまち
づくりクラブが発足しました。発足後、石巻市子どもまちづくりクラブは復興に向けたまちづくりをめ
ざし、2011 年 7 月に活動をスタート。活動の中で、石巻がこんなまちになったらいいなと作成した“夢
のまちプラン” をもとに企画・デザインされた施設が、らいつです。

らいつでは、子どもの権利に基づき運営や事業に子どもの声を活かすとともに、子どもがアクション
を起こし、子どもの声を社会に発信するために子ども参加事業に取り組んでいます。その中で、柱と
なる事業として、石巻のまちを活性化するために話し合う「子どもまちづくりクラブ」、らいつの代表
者として話し合い決定する「子ども会議」の２つの事業を行っており、22 年度は以下の 2 つの活動
にとりくみました。

１　夏休みフィールドワーク「まちづくり見学ツアー」の実施
「子どもまちづくりクラブ」は、小学 5 年生から高校生世代までの子どもたち合計 12 人のメ

ンバーで構成され月に 2 回ほど集まり、子どもたちが地域の一員としてまちづくりに取り組む活
動をしています。ほかの地域のまちづくりのとりくみを調査して、今後の活動の参考にするため、
子どもたちの夏休みに合わせて、夏休みフィールドワーク「まちづくり見学ツアー」を 2022 年
8 月 10 日（水）に行いました。あらかじめ、子どもまちづくりクラブでフィールドワーク先につ
いて話し合い、出てきたキーワードである「まちおこし」「公共スペース・居場所づくり」につい
て意見を出し合いました。その中で、「まちおこしでまちを活性化して、地域の交流を大切にしな
がら石巻の PR をして、風化をなくしたい！」「交流も出来て 1 人でゆったりできる場所も大事だ
から居場所づくりが必要」という 2 つの今後の活動のポイントにしていくことで、まとまりました。

フィールドワークについては、メンバーで上記のポイントの参考になる施設や団体を探し、岩
手県陸前高田市と宮城県気仙沼市で「まちおこし」「公共スペース・居場所づくり」について取
り組んでいる施設や団体に決まりました。普段はまちづくりクラブメンバーだけの活動ですが、ら
いつに遊びに来ている子どもたちにも広く周知し参加者を募り、小学 5 年生～高校生世代まで
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の計 8 人が参加しました。行きのバスでは、これから自分たちが見学に行く施設や団体の紹介
動画を見てワクワクドキドキしている様子や、三陸道から見える海岸の景色に感動している様子
もありました。

東日本大震災で建てられた仮設商店街を地域の方が引き受け、運営をしている地域の施設で
す。まず、陸前高田市で活動していた子どもまちづくりクラブが、多くの住民が仮設住宅に住み、
遊ぶ場所が少なくなったことを受けて「陸前高田市を照らし、みんなが集えるシンボルを作りた
い！」という想いからつくったモニュメント「あかりの木」を見せてもらいました。その後、「地域
をつなぐ」「新しいけど、地域らしい」を大切にしているたまご村の村長さんからお話を聞きました。

「コワーキングスペース」「プレイルーム」「レンタルスペース」を活用し、地域の高齢者だけで
なく子育て世代や子どもたちが交流できる「居場所づくり」や地域のいろんな人が「先生」にな
り、教室を開催する「まちゼミ」など地域をつなげる活動について知ることができました。メンバー
は事前に考えてきた「居場所づくりで困ったこと、大変だったことはありますか？」「どんなことを
大切に、どんな思いで活動していますか？」「たまご村の名前やモニュメントにこめた思いを教え
てください」など村長さんとの質疑応答を行い、ワークシートに書き込んでいました。

「あそびーばー」は火や木、土など自然の素材を使い、子ども自身の「やってみたい」を
実現できる「子どもが主役」の地域の遊び場です。震災直後の 2011 年 4 月、支援に入った
NPO 法人日本冒険遊び場づくり協会がつくり、2019 年 4 月 1 日一般社団法人気仙沼あそびー
ばーの会として、地元の方が引き継ぎました。子どもはもちろん、保護者もお年寄りも集える、
子どもを中心としたコミュニティの場作りをめざしている場所です。

今回、あそびーばーの代表の方と職員さんに、あそびーばーの今までの経緯や自分たちが大
切にしていることなどのお話を聞きました。「あそびーばーの名前の由来は何ですか？」「外で遊
ぶことに込めた思いは？」などをインタビューしました。

インタビュー後は、やぐらに登ったり、遊びに来ていた気仙沼の小学生と交流したり、メンバー
みんなであそびーばーで遊びました！初め「なにもない！」とびっくりしていたメンバーもおり、「遊
び場だから、遊具とかがあると思っていた」と今まで見たことのない「遊び場」に興味津々で、
遊び場のイメージが広がった様子でした。

まずは、気仙沼市まち・ひと・しごと交流プラザの施設の中を見学させてもらいました。観光
と地域の産業を豊かにするとともに、子ども・若者のサポートや，まちづくりに参加する市民が
集まり、学び、交流できる場づくりをしている場所です。音楽スタジオや運動室、和室、自習ス
ペースなど、いろんな人が自由に使えて交流できるスペースなどいろんなお部屋がありました。ま
た、施設内にある一人での作業やグループでの打ち合わせを行うワーキングスペースで、イベン
トなども開催できる「スクエアシップ」を拠点に活動している「気仙沼まち大学」に関わってい
る NPO 法人底上げの成宮さんからお話を聞きました。市民が主役のまちづくりを実現するため
の地域活動オフィスや地域の酒屋さん同士のコラボ企画のお話や、まちの人たちで集まって、交
流し、新しいことを学ぶための勉強会を開催しているまち大学の活動について説明いただきまし
た。

いんふぉめーしょんno.177／2023.3.1.indd   30いんふぉめーしょんno.177／2023.3.1.indd   30 2024/03/01   13:082024/03/01   13:08



31 第 23 回「子どもの権利条約具現化のための実践」助成事業報告　「子ども会議」「子どもまちづくりクラブ」及びフィールドワークのとりくみ実施報告書

【フィールドワークを踏まえて振り返り】

その後、3 つのフィールドワーク先を通して感じたこと、今後の子どもまちづくりクラブの活動
に活かせることや、やってみたいことをふせんに書き出しました。

メンバーからは、「人とつながるようなイベントをしたい」「勉強する人や高齢者など、いろん
な人が来れる場所を作りたい」と今回のフィールドワークを通じて、自分たちの活動について改
めて考える機会になりました。フィールドワークに参加した子どもたちからは、「見学をして、新
しい知識を手に入れた」「現地に行って実際に学ぶ事や今までにない経験が出来た」という声が
ありました。

現在は、「居場所づくり」プロジェクトとして、フィールドワークで学んだことことを活かし、「運
動ができる」「いろんな人と話し合いできる『お茶っこ』」「勉強もできてゆっくりできる」の 3 つ
を柱にした企画を考えています。

２　子どもの権利に関する標語コンテスト表彰式参加・榴岡児童館との
	 交流＆イベント参加

「子ども会議」は、小学４年生から高校生世代までの子どもたち合計 10 人のメンバーで構成され、
月に 2 回ほど集まり、らいつの利用方法に子どもたちの声を反映するために活動しています。

【子どもの権利に関する標語コンテスト表彰式】

石巻市には、子どもの権利に関する条例があり、子どもの権利について知らない人にも子ども
の権利をわかりやすく伝えるために、毎年市内の小学生・中学生から標語を募集しています。

らいつが子どもの権利を大切にし子どもたちの声で運営されていることから、らいつの利用者
の代表として話しあっている子ども会議に「らいつ賞」を選んでほしいと市役所から依頼され、
メンバー同士で話し合い決めています。21 年度も、子ども会議メンバーを中心に話し合い、小
学生の部、中学生の部から一つずつ「らいつ賞」を選びました。

11 月 26 日（土）の石巻市専修大学にて開催された子どもの権利に関する標語コンテストの
表彰式にらいつを代表し、子ども会議メンバーが参加しました。式が始まる前には、副市長と名
刺交換をする場面もあり、「家に帰ったらお母さんに自慢する」とキラキラした目で話す子もいま
した。式が始まると、子ども会議メンバー代表者が「らいつ賞」を受賞した子どもたちに賞状を
渡していました。

【榴岡児童館との交流＆イベント】

2023 年 1 月に弊館に見学に来て頂いたことをきっかけに交流している榴岡児童館の子どもた
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ちが在籍している榴岡小学校の児童が榴岡公園の利活用に係る課題について地域の方と話し合
い、自分たちにできることを考え、子どもたちが主体となってイベント「見せよう！榴岡の地から

（力）」を開催。そのイベントの１ブースとして、榴岡児童館の子どもスタッフが中心となり、オ
リジナル通貨「つつじ」を使って、プラバン、アクアビーズ、飾り、髪留めなどを模擬販売する「雑
貨屋さん」に招待頂き子ども会議メンバーと行ってきました。他団体の子どもたちやイベントに子
ども会議メンバーとして交流することがあまりないので、事前にイベントの概要を説明したときに
は、「通貨ってどんなふうにもらえるの？」「どんなイベントなんだろう」とわくわくしている様子が
見られました。

石巻から約 1 時間電車に揺られ、開催場所である榴岡公園にようやく到着。意気揚 と々雑貨
屋さんの受付場所に行ってみると、なんと！もう受付終了になっていました。榴岡児童館の子ど
もスタッフのメンバーから、「開始 30 分で定員を満たして終了になったこと」を教えてもらいまし
た。しかし、同場所で別のブースも出ているので、そちらもぜひ参加してみてねと声をかけてもらっ
たので、子ども会議メンバーとどうするか相談し、公園内を歩いて回るスタンプラリーに参加しま
した。スタンプが置いてある場所については、ヒントがクイズ形式で書かれておりメンバーと一緒
に公園内のマップをにらめっこしながら、「これはこの場所じゃないかな？」と楽しみながら、遊
具や出店している屋台に寄り道もしつつ、ついに全部のスタンプをゲットすることできました。最
後は、スタンプが埋まった台紙を受付場所に持っていき、景品として手作りの折り紙をもらいま
した。

イベント終了後は、榴岡児童館に向かって出発！お昼ご飯を子どもスタッフメンバーと一緒に食
べ、交流を深めました。その後、子どもスタッフメンバーと一緒にドッチボールで遊び、館内見
学もさせて頂きました。子ども会議メンバーは、らいつとは違う児童館に刺激を受けているようで、
榴岡児童館のスポーツ室のブロックの収納棚を見た時に「これらいつにも欲しい！」とらいつと
違うところを探す目線が自然とできていました。

【榴岡児童館に行ってみての振り返り】

らいつに帰ってきてからは、らいつと違ったところ、らいつと同じところ、らいつでもやってみた
いことの 3 つについてアイデアを出しました。らいつと違ったところでは、「（榴岡児童館には）2
階がなかった」「（榴岡児童館には）広い庭があった」、逆にらいつと同じところについてでは「図
書コーナーやスポーツ室など同じ使い方の場所があった」「敷地内に木が植えてあった」など、
同じ児童館という施設でもそれぞれ特徴があることに気づきを得ていました。また、今回の交流
を通じて、「子ども会議でももっとたくさんイベントをやりたい」「人を集めて今日みたいな雑貨屋
さんをやりたい」と子どもたちの「やりたい」が刺激されていました。それ以外にも、「らいつで
も魚を飼ってみたい」「ピアノがあったらいいな」と、らいつがもっとより良くなるようなアイデア
が出ていました。参加した子ども会議メンバーからは、「イベントに参加できて楽しかった」「榴
岡公園がたのしかった。次も遠いところに行ってみたい」「榴岡児童館の人と交流が出来た」と
充実した様子でした。
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【2023 年 10 月】
■「人権教育のための世界プログラム」
第 5段階の重点領域が決定される

　国連人権理事会が、10 月 11 日に無
投票で採択した「人権教育のための世
界プログラム」に関する決議（A/HRC/
RES/54/7）で、第5段階（2025～2029年）
の重点領域を第 4段階（2020 ～ 2024
年）に続いて「若者」とし、優先的セ
クターとして「子ども」も含めること
を決定。さらに、▽とくにデジタル技
術、環境・気候変動およびジェンダー
平等に焦点を当てること、▽第 5段階
を「持続可能な開発に関する 2030 ア
ジェンダ」と連携させることなども決
議した。これまでの 4段階（第 1段階：
初等中等教育学校制度／第 2段階：高
等教育および教員・公務員等の人権研
修／第 3段階：メディア従事者・ジャー
ナリスト）の実施を引き続き増進させ
ていくことも呼びかけられている。（10
月 25日投稿）

■国連・子どもの権利委員会、親の指示・
指導のあり方に関する声明を発表。

　国連・子どもの権利委員会が、10 月
11 日付で子どもの権利条約第 5条（子
どもの発達しつつある能力を踏まえた
親の指示・指導）についての声明を発
表。「すべての子どもは年齢にかかわ

らず権利を有しており、かつ、子ども
は、成長し、発達し、成熟し、かつ自
分の家族を越えて社会の輪を広げてい
くにつれて、それらの権利の行使にお
いていっそうの責任、主体性（agency）
および自律性（autonomy）を享受す
る資格を持つようになっていく」ので
あり、「子どもの発達しつつある能力
が、子どもの生活に関して指示および
指導を与える大人によって認識・尊重
されなければならない」こと（パラ 5）
を前提として、条約第 5条のいう「適
切な指示および指導」のあり方を明ら
かにしたもの。▽このような指導は「子
どもが調和のとれた形で可能なかぎり
最大限に発達することを目的とするべ
きであり、かつ子どもが自己の権利を
徐々に行使できるようにするべきであ
ること」（パラ 9）、▽親その他の者は「子
どもの知識、経験および理解が増すの
にしたがい、……指示および指導を注
意喚起および助言に、そしてその後は
対等な立場での意見交換に、変化させ
ていかなければならない」こと（パラ
11）などを指摘している。（10 月 13
日投稿）

筆者が日々Facebook および note にアップしている投稿のなかから、子どもの権利
をめぐる国際的動向についての主なニュースを紹介していきます（一部、日本国内の動き
についても取り上げます）。各項目の末尾に関連の投稿の日付を掲載していますので、詳
しい情報は各投稿をご参照ください（10 ～ 12 月の投稿日は 2023 年、1 ～ 2 月の投
稿日は 2024 年の日付）。筆者の Facebook アカウント名は Yuji Hirano（yujihirano.
arc）、note のアドレスは https://note.com/childrights です。
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■国連・子どもの権利委員会、イスラエル
－パレスチナ戦争に関する声明を発表。

　国連・子どもの権利委員会が、イス
ラエルとパレスチナ被占領地域で生じ
ている重大な子どもの権利侵害を憂慮
する声明を発表（10 月 13 日付）。イス
ラエル南部のキブツ・クファール・ア
ザおよびパレスチナ・ガザ地区で多数
の子どもが殺害されたことについて懸
念を表明し、殺害や人道アクセスの否
定をはじめとする重大な国際法違反を
直ちにやめるよう求めるとともに、▽
ガザ地区で人質状態に置かれている子
どもたちを即時解放すること、▽人道
援助の提供を妨げるいかなる妨害も停
止すること、▽イスラエルおよびパレ
スチナ被占領地域の民間人・学校・病
院を保護すること、▽子どもに関わる
国際人道法規則の尊重を確保すること
などを、すべての当事者に対して促し
た。なお、委員会は 11 月 1 日にもあ
らためて声明を発表している。（10 月
14 日・11 月 1日投稿）

■国連人権専門家、「子どもであるこ
とを許されない」パレスチナの子ど
もたちの状況を憂慮。

　10 月 24 日、パレスチナの人権状況
に関する国連特別報告者が国連総会第
3委員会で年次報告書の概要を発表。
今回の報告書はパレスチナ被占領地域
の子どもたちの状況に焦点を当てたも
ので、パレスチナの子どもたちは、10
月 7 日に始まった武力紛争以前から、
生まれると同時に「子どもであること
を許されない」（子ども時代の普通さ、
明るさおよび無邪気さが奪われる）状
況に置かれ続けてきたことが強調され
ている。特別報告者は、パレスチナの
子どもたちに対するイスラエルのこれ

までの対応を厳しく批判するとともに、
「パレスチナ被占領地域の子どもたちは、
みなさんの対応を待っています。本総会
は、誰ひとり取り残さないという誓約に
したがって行動することができるでしょ
うか、それとも、イスラエルのアパルト
ヘイト制度がそうしているように、パレ
スチナの子どもたちを『地に呪われたる
者』として見捨てるのでしょうか」と問
いかけた。（11月 1日投稿）

■オーストラリア国家人権委員会、「子ども
の権利影響評価」に関する報告書を発表。

　オーストラリア国家人権委員会が、
10 月 25 日、子どもの権利影響評価
（CRIA）の活用を促す報告書を発表。同
委員会がユニセフ・オーストラリアと
ともに作成したもので、CRIA のプロセ
スを 7つのステージに分け、（a）スク
リーニング、（b）情報源の特定、（c）
生じる可能性がある影響の特定、（d）
影響および緩和要因の分析、（e）結果
と勧告、（f）CRIA の公表、（g）モニタ
リングと検証の各ステージで書式に記
載すべき内容や検討すべき問題を列挙
している。（11 月 6日投稿）

■ ILO、保育の投資効果に関する研究
結果を発表。

　ILO（国際労働機関）が、10 月 26 日、
保育政策の空白を埋めることが投資へ
のハイリターンにつながることを明ら
かにした報告書を発表。日本を含む 82
か国を対象とした調査の結果、法律で
定められた育児休暇が終了した時点か
ら、無償かつ普遍的な乳幼児ケア・教
育または初等教育が始まる時点までの
期間には平均で 4.2 年の「空白」期間
があり、この空白を埋めて、育児休暇
期間の終了時点から直ちに無償かつ普
遍的な保育サービスを開始すれば、そ
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の投資効果はおよそ 3.7 倍（1 米ドル
あたり約 3.7 米ドル）にのぼるとする
もの。このような投資は、ジェンダー
面その他の面の不平等の縮小、ディー
セントな仕事の創出、健康とウェル
ビーイングの向上にもつながる可能性
があり、社会正義への道を拓く一助に
もなると指摘している。（1月4日投稿）

■第 1回「ケアとサポートの国際デー」
が開催される。

　10 月 29 日、第 1回「ケアとサポー
トの国際デー」が開催された。2023
年 7 月 24 日の国連総会決議で宣言さ
れたもので、▽ケアとサポートの重要
性、▽ジェンダー平等の達成および私
たちの社会・経済の持続可能性に対す
るその重要な貢献、▽レジリエントで
包摂的なケア経済に投資すること（強
力かつレジリエントなケア・サポート
制度を発展させることも含む）の必要
性についての意識を高めていくことを
目的とするもの。国連人権理事会も、
10 月 11 日付で「人権の視点からのケ
アおよびサポートの中心的重要性」と
題する決議を採択し、「ケアおよびサ
ポートに関連する意思決定への、女性、
障害のある人および高齢者ならびに子
どもの全面的な、平等な、意味のある
かつ包摂的な参加」を可能にするため
に必要なあらゆる措置をとることも求
めている。（10 月 30 日投稿）

【2023 年 11 月】
■ OHCHR がインターセックスである人々
の人権に関するテクニカルノートを発表。

　OHCHR（国連人権高等弁務官事務所）
が、11 月 3日、インターセックスであ
る人々（男性または女性の身体の典型
的定義――性器、生殖器官、ホルモン
パターンおよび／または染色体パター

ンを含む――に当てはまらない性的特
徴を持って生まれてきた人々）の人権
に関するテクニカルノートを発表。国
際人権基準にのっとって各国がとるべ
き主要な措置として、（a）強制・強要
による医療介入の禁止、（b）嬰児殺そ
の他の形態の子どもに対する暴力との
闘い、（c）保健ケアへの全面的・平等
なアクセスの確保、（d）差別の禁止お
よび差別との闘い、（e）司法および効
果的救済へのアクセスの確保、（f）自
己の医療記録への全面的アクセスの保
障、（g）ジェンダーアイデンティティ
が法的に承認されることの確保の 7つ
を挙げて、各国に対応を促した。（11
月 12 日投稿）

■国連機関等のトップがイスラエル－
パレスチナ紛争の状況を憂慮する共
同声明を発表。

　UNDP（国連開発計画）やユニセフ（国
連児童基金）など IASC（機関間常設委
員会）に参加する 18 組織の長が 11 月
5 日付で共同声明を発表し、10 月 7 日
に始まったイスラエル－パレスチナ紛
争によってパレスチナ・ガザ地区で 1
万人近くが死亡したこと（そのうち約
7 割が女性と子ども）、国連職員も多
数犠牲になっていることなどについて
憂慮の念を表明。UNDP が 11 月 8 日
付で発表した報告書によれば、ガザ地
区の死者約 1万 1,000 人のうち子ども
は約 4,500 人を占めており、これは、
2020 年以降に 22 か国を超える国の武
力紛争で毎年殺害された子どもの人数
（毎年 2,500 人～ 3,000 人程度）を超え
る規模となっている。（11月12日投稿）
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■国連・子どもの権利委員会、報告書
審査のフォローアップ等のために太
平洋諸島国を訪問。

　11 月 13 日～ 15 日にかけて、国連・
子どもの権利委員会のメンバーが手分
けしてクック諸島、ミクロネシア連邦
およびツバルを訪問。子どもたち、コ
ミュニティ、政府関係者および市民社
会組織などと会見し、第 84 会期（2020
年 3 月）に行なわれた報告書審査以降
の進展を確認するとともに、子どもた
ちに影響を与えている諸問題（気候変
動を含む）について話を聴いた。委員
会は続いてサモアの首都アピアに移動
し、11 月 20 日～ 22 日にかけて「勧
告の実施に関する地域的経験共有ワー
クショップ」に参加。すべての太平
洋諸国の代表が出席したこのワーク
ショップでは、委員会の一般的意見 26
号（とくに気候変動に焦点を当てた子
どもの権利と環境）の太平洋地域ロー
ンチも行なわれた。（12 月 4日投稿）

■国連・子どもの権利委員会、あらた
めて武力紛争における子どもの保護
を呼びかけ。

　国連・子どもの権利委員会が、世界
子どもの日である 11 月 20 日付で声明
を発表。「国連が 1989 年に子どもの
権利条約を採択して以降の成果を祝福
する日」であるはずのこの日が「武力
紛争で最近命を落とした多くの子ども
たちを哀悼するための日」になってし
まっていることに憂慮の念を表明した
うえで、パレスチナのみならず世界の
多くの場所で殺傷され続けている子ど
もたち、武力紛争によって苦境に立た
されている子どもたち、「外国人戦闘
員」の子どもたちなどに言及し、「委
員会は、陰鬱な気持ちで世界子どもの

日を迎えます」として、これらの子ど
もたちの保護をあらためて各国に呼び
かけた。同じ日、子どもと武力紛争に
関する国連事務総長特別代表のサイト
にも、〈何ひとつ祝うことのない世界
子どもの日〉と題する記事が掲載され
ている。（12 月 1日投稿）

■ユネスコ、平和・人権・持続可能な
開発のための教育に関する新たな勧
告を採択。

　ユネスコの第 42 回総会で、11 月
20 日、「平和、人権および持続可能な
開発のための教育に関する勧告」（平
和ならびに人権、国際理解、国際協
力、基本的自由、グローバルシティズ
ンシップおよび持続可能な開発のため
の教育に関する勧告）が採択された。
1974 年に採択された「国際理解、国
際協力および国際平和のための教育な
らびに人権および基本的自由について
の教育に関する勧告」約 50 年ぶりに
改訂したもの。▽平和に関する新たな
理解、▽持続可能な開発のための教育、
▽グローバルシティズンシップ教育、
▽ジェンダー平等と教育、▽デジタル
時代の教育などに新たに焦点を当てて
いることが特徴で、「この勧告の目的
の達成に向けた教育は変革志向の良質
なものであるべきであり、したがって
次の諸原則を指針として行なわれるべ
きである」として、次の 14 の指導原
則を掲げている（要旨）。
(i)	 教育は公共財であり、すべての
人にとってアクセス可能なものである
べきである。
(ii)	 教育は、国際人権法に掲げられ
た権利およびそれに対応する義務に根
ざしており、かつ人権の促進および保
護を志向して運用されるべきである。
(iii)	 教育においておよび教育を通じ
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て、あらゆる事由に基づく差別の禁止、
包摂および公平が確保されなければな
らず、また権利の保有者としての学習
者のエンパワーメントが図られなけれ
ばならない。
(iv)	 共生的関係、善隣および帰属感
を奨励するため、互恵および共感を涵
養することを通じて、ケアおよび連帯
の倫理を促進する。
(v)	 教育においておよび教育を通じ
てジェンダー平等を促進する。
(vi)	 すべての人が、いかなる種類の
差別もなく、そのアイデンティティを
尊重し、かつ自他の歴史、伝統、言語
および文化について知ることを奨励す
る、包摂的かつ良質な教育への公平な
アクセスを保障されるべきである（文
化的多様性の保障・促進）。
(vii)	 すべての学習者、教員および教
育職員の安全、健康およびウェルビー
イングが保護・促進されることを確保
しなければならない。
(viii)	 教育および学習は、継続的な、
生涯にわたる、生活のすべての側面を
包含した、ホリスティックでヒューマ
ニスティックな、変容的プロセスであ
るべきである。
(ix)	 すべての学習者が、差別なく、
知識の創出および共創に積極的に関与
していることを認識する。
(x)	 ヘイトスピーチや暴力の扇動を
禁止しつつ、思想、良心、信条および
宗教の自由ならびに表現および意見の
自由を確保する。
(xi)	 コミュニティ、地方、国、国際
地域および国際社会の各レベルの問題
の解決に、とくに現在および将来の技
術を倫理的にかつ責任を持って活用す
ることを通じて主体的に関わっていこ
うとする個人の意欲を奨励し、そのエ
ンパワーメントおよび支援ならびに能

力構築を図る。
(xii)	 地方と国際社会の相互関係性を
強調しながら、教育において国際的か
つグローバルな見方をできるようにす
る。
(xiii)	 協力と連帯のための文化間・世
代間対話を促進するとともに、諸人民、
諸社会および諸国間の友好的関係を発
展させる一助とするための効果的コ
ミュニケーションを強化する。
(xiv)	 個人、コミュニティ、社会、国々、
天然資源および生態系間の相互依存性
の高まりに関する意識を喚起するとと
もに、グローバルシティズンシップの
倫理と、平和、人権および地球の限界
を超えない万人の利益のための持続可
能な開発に対する共通の責任を涵養す
る。（1月 26 日投稿）

■アイルランド政府、子ども・若者の
ための新たな国家政策枠組みを策定。

　アイルランド政府（子ども・平等・
障害・統合・若者省）が、11 月 21 日、
子ども・若者のための新たな国家政策
枠組み「若きアイルランド」（2023 ～
2028 年）を発表。2014 年に策定され
た「よりより成果、より明るい未来」
（2014 ～ 2020 年）に続くもので、0～
24 歳までの子ども・若者を対象とする
もの。2021 年にアイルランド全域で
実施されたプロジェクト「私たちが思
うこと」に参加した 1,200 人以上の子
ども・若者との協議を踏まえて作成さ
れた。「子ども・若者の権利を全面的
に尊重・実現するアイルランド」とい
うビジョンを打ち出し、（a）子ども・
若者の権利のためのプラットフォーム
を提供すること、（b）子ども・若者の
ニーズがすべての人のアジェンダの中
心に位置づけられる環境を醸成するこ
と、（c）諸課題（とくに子ども・若者
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の貧困／メンタルヘルスとウェルビー
イング／障害サービス）にスポットラ
イトを当てることなどを目指す。子ど
も・若者の権利保障に資する環境整備
としては、▽子ども・若者の参加、▽
データ・調査研究、▽子ども・若者影
響評価、▽子ども予算、▽法律の見直
し、▽能力構築・意識啓発、▽子育て
支援、▽若者サービスなどが挙げられ
ている。（11 月 23 日投稿）

【2023 年 12 月】
■国連ユース事務所の代表にウルグア
イのフェリペ・ポーリエ氏（32 歳）
が就任。

　2022 年 9 月 8 日の国連総会決議に
したがい、ユース担当国連事務総長特
使事務所を統合する形で新設された
国連ユース事務所の代表に、12 月 1
日、ウルグアイのフェリペ・ポーリエ
氏が就任。事務次長補の扱いで、国連
史上最年少の上級職（任命が決まった
10 月末時点で 32 歳）となる。ユース
事務所の設置を決めた国連総会決議で
も、代表には 35 歳未満の適格者が望
ましいとされていた。（12月25日投稿）

■ユニセフが「豊かさの中の子どもの
貧困」に関する新たな報告書を発表。

　ユニセフが、12 月 6 日、レポート
カード 18「豊かさの中の子どもの貧困」
を発表。OECD（経済協力開発機構）・
EU（欧州連合）加盟国における子ども
のウェルビーイングを調査する報告書
シリーズの最新版にあたる。貧困下で
暮らす子どもの人数は、2014 ～ 21 年
にかけて 40 か国全体で約 8％減少し
たものの、2021 年末時点で依然とし
て 6,900 万人を超えていることが明ら
かになった。フランス、アイスランド、
ノルウェー、スイス、英国では子ども

の貧困が大幅に増加した一方、ラトビ
ア、リトアニア、ポーランド、スロベ
ニアでは大きく低下している。日本は、
2019 ～ 21 年の子どもの貧困率とおよ
び 2012 ～ 14 年からの貧困率の改善度
に基づく総合順位で、39 か国中 8 位
とまずまずの成績だった。ユニセフは、
今回の調査結果を踏まえ、▽児童手当・
家族手当など子どものための社会的保
護を拡大すること、▽ウェルビーイン
グに欠かせない質の高い基本的サービ
ス（保育・無償教育など）をすべての
子どもが利用できるようにすること、
▽適切な賃金を得られる雇用機会や有
給の育児休業など、家族にやさしい企
業政策を整備すること、▽とくに困難
な状況の家庭やひとり親家庭のニーズ
に対応する措置を用意し、不平等を是
正するための取り組みを進めていくこ
となどを提言している。（2月6日投稿）

■韓国国家人権委員会、「児童生徒人権
条例」廃止の動きに対して懸念を表明。

「児童生徒人権条例」を制定する韓国
の 6つの自治体のうち、ソウル特別市
（2012 年制定）と忠清南道（2020 年制
定）で廃止の動きが具体化しているこ
とを受けて、韓国国家人権委員会のソ
ン・ドゥファン委員長が 12 月 5 日付
で声明を発表。詳しくは本誌別稿参照。
（12 月 6日投稿）

■スコットランド議会（英国）、国連・子ど
もの権利条約編入法をあらためて可決。

　2021 年 3月にいったん可決されなが
らも、英国政府の異議申立てを最高裁
が認めたことにより修正を余儀なくさ
れていた「国連・子どもの権利条約（編
入）（スコットランド）法案」が、12月
7 日、スコットランド議会により可決
された。今回は英国政府から異議を申
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し立てられることもなく、英国国王の
裁可を得て 2024 年 1 月 16 日に法律と
して成立。大部分の規定は 2024 年 7月
16日から施行される。（12月 8日投稿）

■国際刑事裁判所（ICC）が子どもに
関する新たなポリシーを発表。

　国際刑事裁判所（ICC）検察局が、
2023 年 12 月 8 日、子どもに関わる国
際犯罪の捜査・起訴などに関する新た
なポリシーを発表。2016 年に策定さ
れたポリシーを改訂したもの。（a）子
どもの権利アプローチ、（b）子どもに
配慮したアプローチ、（c）子どもへの
対応の適格性アプローチの 3つを活動
の核とし、「子どもたちが司法プロセ
スからほぼ排除されている法廷での、
大人中心の見方に対処する」ことを目
指す意思を明らかにした。これらのア
プローチを採用することに加え、▽子
どもの多様性を認知する、▽交差性
（intersectionality）アプローチをとる、
▽サバイバー中心の、トラウマに配慮
したアプローチをとる、▽、子どもに
ついて積極的に考慮し、かつ積極的に
その関与を得る、▽同意（コンセント）
と了解（アセント）を適切に得ていく
ことなどを活動の原則に掲げている。
（1月 18 日投稿）

■ COP28 にあわせて有志国が「教育
と気候変動のための共通アジェンダ
に関する宣言」を採択。

　アラブ首長国連邦（UAE）のドバイ
で開催された COP28（第 28 回気候変
動枠組条約締約国会議）の期間中の 12
月 8 日、ユネスコ（国連教育科学文化
機関）が中心となって「グリーン化教
育パートナーシップ」第 1次年次総会
を開催。その一環として開催された「グ
リーン化教育」に関するセッションの

成果として「COP28 における教育と
気候変動のための共通アジェンダに関
する宣言」が採択された。日本を含む
40 か国以上が賛同。気候変動教育の
重要性を認識し、グリーン化教育パー
トナーシップの行動の 4本柱（学校の
グリーン化／カリキュラムのグリーン
化／教員養成・研修および教育制度の
能力のグリーン化／コミュニティのグ
リーン化）を通じた気候変動対策に資
する教育を目指す国際的努力をさらに
進めるため、（a）適応、（b）緩和、（c）
投資の 3分野におけるコミットメント
を表明している。（1月 10 日投稿）

■国連・子どもの権利委員会、「世界
人権デー」にあたって声明を発表。

　世界人権宣言（1948 年）の採択か
らちょうど 75 年目の記念日でもある
「世界人権デー」（12 月 10 日）にあた
り、国連・子どもの権利委員会が「国
連未来サミットでは、子どもたちを主
要なアクターとして認識し、その関与
を得るべきである」と題する声明を発
表。「1人ひとりの子どもの権利が充足
され、尊重されかつ保護されるように
なるまで、持続可能な開発、平和およ
び安全は存在しません」として、2024
年 9 月 22 ～ 23 日に開催される「国連
未来サミット」に向けたプロセスでは
子どもたちが不可欠な一部とされなけ
ればならないと強調した。今回の世界
人権デーにあたっては、OHCHR を中
心として、世界の子ども・若者の声を
踏まえて作成された「子どもたちの人
権ビジョン」や「Human Rights 75 若
者宣言」も発表されている。（12 月 11
日・12 月 21 日・12 月 25 日投稿）
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■国連・子どもの権利委員会委員長、
世界人権宣言採択記念イベントで子
どもの権利と環境について発言。

　国連・子どもの権利委員会のアン・
スケルトン委員長が、12 月 11 ～ 12
日に国連欧州本部（ジュネーブ）で
開催された世界人権宣言採択 75 周年
記念イベントに出席し、委員会の一般
的意見 26 号（とくに気候変動に焦点
を当てた子どもの権利と環境）を中心
として子どもの権利と環境について発
言。とくに、環境関連の意思決定にお
ける「子どもの権利影響評価」の実施
と、子どもたちが司法にアクセスする
ための経路を提供することの重要性を
強調した。（1月 8日投稿）

■ COP28、子どもに言及する成果文書
を採択して閉幕。

　アラブ首長国連邦（UAE）のドバ
イで 11 月 30 日から開催されていた
COP28 が、12 月 13 日に閉幕。成果文
書「第 1回グローバル・ストックテイ
クの成果」では、「化石燃料からの脱
却」を進めていくことが各国に促され
たほか、子どもとの関連では、▽若者
および子どものエンパワーメントにつ
ながる気候政策・気候行動を実施して
いくこと、▽気候変動が子どもに及ぼ
す不均衡な影響および関連の政策的解
決策について議論するため、子どもと
気候変動に関する「専門家対話」を開
催することなどについて合意された。
一方、化石燃料の扱いについて「段階
的廃止」（phasing out）ではなく「脱却」
（transition away）に留まったことに対
しては失望の声が出ている。（1月 8日
投稿）

■国連総会、デジタル環境における子ど
もの権利に焦点を当てた決議を採択。

　国連総会（第 78 会期）が、12 月 19 日、
子どもの権利に関する恒例の決議を無投票
で採択。今回の決議はデジタル環境におけ
る子どもの権利にとくに焦点を当てたもの
で、この問題に関する国連・子どもの権利
委員会の一般的意見 25 号（2021 年）を踏
まえつつ、（a）企業を対象とする規制を含め、
国際人権法上の義務にしたがって国内法を
見直す国の責任を明確にし、（b）企業は商
業的利益を子どもの最善の利益よりも優先
させるべきではないと強調したうえで、と
くにデータ保護とプライバシーに関する強
力な国内法を要求し、（c）自社の製品・サー
ビスの設計およびコンセプト立案から生じ
る可能性のある子どもの権利へのリスクを
防止するよう民間セクターに対して求め、
（d）バイ・デザイン／デフォルトによる最
高水準のプライバシー、安全およびセキュ
リティを遵守する必要性とあわせて、子ど
もの権利デューディリジェンスおよび子ど
もの権利影響評価の重要性を強調した。そ
の他、▽デジタルディバイドの問題、▽子
どもの市民的自由の行使の保障および子ど
も参加の促進の重要性、▽オンラインにお
ける暴力その他の危害の問題などについて
も取り上げている。（1月 13日投稿）

■国連人権専門家、教育機関での学問・
表現の自由に関する情報の募集を開始。

　教育に対する権利についての国連特別
報告者が、12月 20 日ごろ、教育機関に
おける学問の自由および表現の自由につ
いての情報の募集を開始。あらゆる教育
段階における学問の自由を「良質な教育
を受けかつ提供する権利の一環として」
検討することを意図したもので、▽一般
的枠組み、▽教育機関の自律性、▽資金、
▽監視、▽教育活動における表現の自由
および書物へのアクセスについて 10の
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質問が提示されている。寄せられた情
報は、2024 年 6 月の国連人権理事会に
向けて提出する報告書の参考にされる予
定。（12月 26日投稿）

■日本政府、こども基本法に基づく「こ
ども大綱」を閣議決定。

　日本政府が、12 月 22 日付の閣議決
定により、こども基本法に基づく「こ
ども大綱」を策定。▽「こども・若者
を権利の主体として認識し、その多様
な人格・個性を尊重し、権利を保障し、
こども・若者の今とこれからの最善の
利益を図る」こと、▽「こどもや若
者、子育て当事者の視点を尊重し、そ
の意見を聴き、対話しながら、ともに
進めていく」ことなどを基本的な方針
として、「こどもまんなか社会」（全て
のこども・若者が、日本国憲法、こど
も基本法及びこどもの権利条約の精神
にのっとり、生涯にわたる人格形成の

基礎を築き、自立した個人としてひと
しく健やかに成長することができ、心
身の状況、置かれている環境等にかか
わらず、ひとしくその権利の擁護が図
られ、身体的・精神的・社会的に将来
にわたって幸せな状態（ウェルビーイ
ング）で生活を送ることができる社会）
を目指していくことを宣言した。「こど
も・若者の社会参画・意見反映」につ
いても詳細に記述したほか、「こども政
策に関して自身の意見が聴いてもらえ
ている」と思うこども・若者の割合を
現状の 20.3％から 70％に引き上げるこ
となど、12項目の数値目標も定めてい
る。国連・子どもの権利委員会の勧告
および（必要に応じて）一般的意見も
参照しながら子どもの権利条約を「誠
実に遵守する」方針も打ち出したほか、
同委員会が重視する「子どもの権利影
響評価」についての調査研究等も進め
ていくとした。（12月 23日投稿）
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